
 

予 算 の 概 要 に つ い て 

 

１ 予 算 規 模 

                              (単位 百万円，％) 
 

     区      分    14 年度 13 年度 増減額 増減率 

   一  般  会  計       827,150 

    

     849,700 

(831,300) 

 

▲22,550 

(▲4,150) 

     

▲2.7 

(▲0.5) 

   特  別  会  計        402,893      404,732      ▲1,839        ▲0.5 

   企  業  会  計        313,088      314,133      ▲1,045        ▲0.3 

  合         計    1,543,131 

    

1,568,565 

(1,550,165) 

    

▲25,434 

(▲7,034) 

       

▲1.6 

(▲0.5) 

注）（ ）内は，国民年金印紙購入費を除いた額である。 

 

  ［参 考］ 

   ・ 地方財政計画の伸率   ▲１．９％ 

       うち一般歳出の伸率  ▲３．３％ 

 

・  国家予算の伸率     ▲１．７％ 

       うち一般歳出の伸率  ▲２．３％ 

 

   ・ 本市一般歳出の伸率   ▲３．１％ 

（▲０．６％） 



２  予算編成の基本方針   

 

 ［  本市を取り巻く財政環境  ］ 

 

  ○ 国は，公共投資 1 割削減,医療分野をはじめとする現行制度の抜本的見直し等を行う

一方で，環境，少子高齢化などの分野への重点的な予算配分を実施 

○ 地方財政全体としては，国の歳出の見直しと歩調を合わせつつ，地方の一般歳出を前

年度比 3.3％の減とし，地方財政計画全体の規模を初めて減額 

○ 本市においては，業績予測の大幅な落ち込み等による法人市民税の減などから，市税

全体で前年度比 3.2％の減となり，地方交付税及び特例地方債などを含めた一般財源総

額では，ほぼ前年度並みの予算額を計上 

 

 

 ［  編成の基本方針  ］ 

 

○ 新たな行政課題に対応するための新規事業への配慮と政策予算の重点配分を進めるた

め，重点政策課題プロジェクトによるトップマネジメントを中心とした組織横断的な取

組を強化 

○ 行財政改革の更なる推進を基本とし，協働型社会の実現に向けた行政の事業領域を検

討するとともに，中期的な財政見通しを考慮のうえ計画的に予算を配分 

○ 限られた財源の有効活用を図るため，事業の優先度の検討，事務事業の見直し等あら

ゆる分野において事業評価を積極的に活用 

○ 平成12年度にスタートした第４次長期総合計画に基づく第１次５年計画の折り返し点

となる 3 年次目として，限られた財源のなかで創意工夫と質的な転換を図りつつ，計画

目標の達成に向け各種施策を推進 

 

＜ 重点政策課題 ＞ 

 ・ 経済の活性化 

 ・ 少子・高齢社会に対応した地域福祉の推進 

 ・ 環境と調和したゆたかな暮らしの実現 

 ・ 総合交通対策の推進 

 ・ 市民文化の創造とスポーツの振興 

 ・ 市民・企業・行政のパートナーシップの推進 

※ 各重点政策課題共通事項として，ＩＴ経営戦略の推進 

 



  ３  一般会計予算の概要 

 

  （1）重点政策課題 

平成 14 年度は，5 年計画の 3 年次目として計画の達成に目処を付ける重要な年であるこ

とから，予算編成に当たっては，計画達成に向け各種施策を推進しつつ，緊急に取り組む

べき次に掲げる政策課題については，特に重点を置いた。 

（注；各項目の数字は 14 年度予算額であり，単位は千円である。） 

① 経済の活性化 

  長引く個人消費の低迷や雇用環境の悪化など，依然として厳しい状況が続いている本

市経済の現況を踏まえ，新しい産業の創出・育成や地域経済の活性化を図るため，札幌

の魅力を活用した集客交流産業の振興に取り組むとともに，情報，福祉，環境，積雪・

寒冷という本市の特性を生かした新札幌型産業の育成・振興に努め，足腰の強い産業構

造への転換を図る。また，地場産業の経営基盤の強化や就業機会の創出に積極的に取り

組むほか，産業の高度化や販路拡大への支援を充実し，活力ある地域経済の発展を目指

す。 

 

 

 

 

 

 
 

●  集客交流産業の振興 

  観光やコンベンション施策の一層の推進と，人々の来訪や交流を促し，訪問者に

さまざまなサービスを提供する集客交流産業の振興を図る。 

【コンベンションの推進】 

○ コンベンションセンター建設（15年６月オープン予定）      11,780,000 

○ コンベンションセンター開設準備（積極的な誘致と開設準備）     253,656 

○ コンベンション誘致・支援事業（誘致体制の強化，主催者支援等）    7,000 

○ コンベンション誘致促進補助（札幌へのコンベンション誘致を促      3,000 

すための開催費補助制度の創設） 

【観光客誘致と受入体制の充実】 

○ フットナビ！構築事業(観光客を対象に観光，コンベンション，      24,000 

交通情報をデジタル地図上で提供するシステムの構築) 

○ 観光電子情報高度化実験事業（観光ホームページのリニューアル     12,000 

と観光情報のポータルサイトシステム構築） 

○ フィルムコミッション事業（15年４月設立予定）           10,000 

重点化目標 

★ 来札者数 過去最高の 13,304 千人以上を目指す 

★  開廃業率のマイナスを解消し，事業所数増加率をプラスに転じる 

     現況 開廃業率（平成８～11 年平均）       ▲２．５％ 

        事業所数増加率（平成８～11 年平均）     ▲２．３％ 



●  新札幌型産業の育成・振興 

  ＩＴ技術等優れた技術の交流や産学官の連携を通じて，札幌の特性を活かした産

業の育成を積極的に推進する。 

○ デザイン産業振興（デザイン支援拠点の整備と支援策の展開）     15,000 

○ 産学官共同研究チャレンジ支援（産学官連携による事業化・製品     43,000 

化への研究開発支援と販路拡大支援） 

○ バイオアカデミアクラスター創造事業（バイオ関連クラスター       10,000 

「複合糖質科学プロジェクト」への支援） 
 

●  アジアとの経済交流の活性化 

  魅力ある市場としてのアジアとの経済交流を促進する。 

○ 中国経済交流促進事業（海外情報拠点体制のあり方を調査・検討）    6,500 

○ 韓国経済交流促進事業（韓国で札幌の物産と観光展を開催）         4,000 

○ ｅシルクロード構想推進（中国・深せんでのコンベンション参加等） 18,000 

 

ア  創業・経営革新の促進 

○ 新分野進出支援資金貸付金（多角化や経営革新を目指す中小企業向け    300,000 

融資制度の新設） 

○ 一般中小企業振興資金貸付金等（創業・独立開業支援資金の融資対象 78,134,000 

等の拡大等）                             

○ 中小企業支援事業（中小企業等に対する窓口相談，専門家派遣，調査     56,250 

分析等の支援や新規性・先進性等を有する事業への支援） 

 

イ  人材の育成・活用 

○ コールセンター誘致事業（企業向け誘致ＰＲと人材育成事業）      26,500 

○ 人材育成・情報提供事業（中小企業支援センターで研修，セミナー実施） 16,377 

 

ウ  商店街等の活性化 

○ 商店街等チャレンジプロジェクト事業（空き店舗を活用したコミュニ      3,000 

ティビジネスやチャレンジショップ等の事業支援） 

○ ＴＭＯ事業室運営支援事業（中心市街地のまちづくりを総合的に調整・    7,500 

運営する組織への支援） 

○ ＴＭＯ構想助成事業（ＴＭＯ構想に盛り込まれるＴＭＯ計画等に基づ   62,000 

いて実施される事業に対する助成） 

 

エ  札幌産農産物の安定供給 

○ 札幌食産業ブランド化事業（地元農産物を活用した独自商品開発の支援） 4,000 

○ 都市型農業担い手確保対策事業（市民農業講座「さっぽろ農学校」に就  7,000 

農コースの新設等，新たな担い手を育成） 

 



 

【普通建設事業】 

国の公共投資関係費の縮減や地方財政計画における地方単独事業の見通しが▲10％

となるほか，白石清掃工場の建設費の大幅減など縮減要素を多く抱えつつも，地域経

済への影響等も考慮し，前年度予算比 6.7％減にとどめた。 

なお，国の 13 年度２次補正に伴う 14 年 1 定補正分を含む 14 か月ベースでは，ほぼ

前年度並みの 2.0％減となっている。 

 

補助事業 

単独事業 

国直轄事業 

合    計 

13 年度 

55,587 

112,661 

3,937 

172,185 

 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

14 年度 

52,540 

104,476 

3,695 

160,711 

/ 伸率 

/▲5.5％ 

/▲7.3％ 

/▲6.1％ 

/▲6.7％ 

（14 か月 

（ 59,272 

（104,864 

（  4,655 

（168,791 

ベース） (単位：百万円) 

/   6.6％） 

/▲ 6.9％） 

/  18.2％） 

/▲ 2.0％） 

 

【公共事業の重点化】 

普通建設事業の中核をなす公共事業についても質的転換を図るべく，重点政策課題と

の整合に配慮し，これに即した事業への重点化を行った。 
 

●  魅力と活力ある都心づくり 

集客交流産業の振興を通じた本市経済の活性化の一環として，都心部における魅力

とうるおいのある都市空間の創出や，都心交通対策と連携した事業を推進する。 

○ 道路新設改良事業（大通南線の電線類地中化による都心景観整備） 

○ 街路事業(北 8 条通や北 5 条・手稲通の拡幅など都心交通対策関連整備) 

○ 河川事業（都心部の親水空間創出のための河川環境整備） 
 

307,400 

2,086,300 

177,000 

●  少子・高齢社会への対応 

歩道のバリアフリー化など少子・高齢社会に対応した歩行空間等の整備を推進す

る。 

○ 福祉のまちづくり公園整備(身障者対応のトイレ設置，園路段差解消等) 

○ 道路新設改良事業（バリアフリー歩道整備，仮称フラットロード整備） 

○ 街路事業（バリアフリー歩道整備等） 

○ 市営住宅建設（高齢者向け市営住宅の建設・山口 24 戸） 
 

400,000 

926,600 

1,307,700 

91,000 

●  高度情報通信社会への対応 

高度情報通信社会に対応した各種取組を進めるため，土木センターなどを結ぶ高度

情報基盤（光ファイバー網）の整備を推進する。 

○ 道路・街路事業（光ファイバー埋設に係る情報ボックスの整備） 

○ 街路事業(光ファイバーを始め電線類の地中化に係るＣＣＢｏｘの整備) 
 

1,077,000 

2,100,400 

 



 

【雇用関連施策】 

相変わらず厳しさの続く雇用動向は，好転の材料が見当たらないことから，今後も厳し

い状況が続く見込みである。これまでも国などの関係機関と連携して雇用関連施策を行っ

てきているが，さらなる取組が求められている。 

 

● 雇用の受け皿整備 

新規・成長分野における雇用機会の創出や，雇用の維持・確保を促す。 

○ 新市場・新産業創出調査（ポストＩＴ産業を視野とする市場創出，経

済活動活性化策基礎調査） 

○ コールセンター誘致（企業向け誘致ＰＲと人材育成事業） 

○ 中小企業金融対策資金貸付（経営多角化のための融資制度の新設，創

業・独立開業支援資金の対象者拡大等） 
 

6,000 

 

26,500 

78,434,000 

● 雇用のミスマッチ解消 

関係機関と連携して求人情報の提供等を行うことで，雇用のミスマッチの早期解消 

を図る。 

○ 職業相談窓口開設（本庁舎と８区役所の相談窓口の開設時間を延長） 

○ 就業支援基礎調査（就業支援に関する各種基礎調査，関係機関との協議

） 

 

4,639 

7,000 

 

● 緊急かつ臨時的な雇用創出 

国の緊急地域雇用特別交付金事業を活用した各種事業を展開する。 

○ 緊急に実施する必要性が高く，新規雇用，就業の機会を生ずる効果が

高い事業 計３３事業  （雇用創出効果：７２，８２７人日） 

 

811,100 

 



 ② 少子・高齢社会に対応した地域福祉の推進 

少子化が急速に進行する中，子どもを取り巻く環境の変化に対応し，安心して子ども

を産み育てられる環境づくりを進めるとともに，今後の高齢社会において自立した個人

が支えあう地域福祉社会の形成を目指し，高齢者や障害者の社会参加の促進と地域で自

立して生活できる環境づくりを進めるほか，すべての市民が活動しやすい「福祉のまち

づくり」を推進する。 

 

 ● 少子化対策の推進 

◎ 保育所待機児童の解消を目指して 

⇒ 14～16 年度で 1,200 人規模，14 年度 600 人の定員増を実施 

（13 年４定補正の私立保育所整備による定員増 120 人を含む。） 

※ 地域の社会資源の有効活用や関連施設との複合化など効率的・効果的な整備手法を導入 

◎ 就労形態や子育て環境の変化への対応 

⇒ 多様な保育サービスの充実と子育て家庭への支援 

【待機児童の解消に向けた保育所緊急整備】 

○ 私立保育所新築費補助等（２か所 定員増 180 人）           390,375 

○ 認可保育所移行促進事業（保育環境改善費の助成。定員増 300 人）    25,000 

○ 公立保育所建設（都心部統合小学校との合築。定員 120 人）       106,800 

【多様な保育サービスの充実】 

○ 延長保育事業（７か所増 106 か所→113 か所）           788,438 

○ 一時保育事業（６か所増 28 か所→34 か所）             76,464 

○ 休日保育事業（新規 1 か所）                                  2,000 

○ 乳幼児健康支援デイサービス事業（１か所増 ２か所→３か所）    27,130 

【子育て家庭への支援】 

○ 子育て支援施設建設（子育て家庭の交流の場や情報提供。都心部統合 41,533 

小学校との合築） 

○ ミニ児童会館施設設備整備（３館）                      26,000 

○ 児童虐待防止対策事業（休日・夜間の体制強化等）             10,610 

  

● 障害者の社会参加の促進と在宅サービスの充実 

14 年 10 月のＤＰＩ世界会議札幌大会の開催を契機に，さまざまな障害に対する

市民の理解を広めるとともに，就労や社会的活動への参加を支援するほか，障害者

の在宅生活を中心とする多様なサービスの充実を図る。 

○ ＤＰＩ札幌大会運営費等補助                        60,000 

○ 全身性重度障害者介護人派遣事業（90 時間/月→120 時間/月）      104,940 

○ 精神障害者交通費助成（1・２級；40,000 円/年→福祉乗車証とタク  242,121 

シー券の選択制，３級；20,000 円/年→33,000 円/年） 

○ 盲ろう者通訳・ガイドヘルパー養成派遣事業（新規）           6,147 

○ 精神障害者ホームヘルプサービス事業（新規）              20,270 

○ いきいき福祉・介護フェア負担（福祉機器の展示）              5,000 



● 都市空間のバリアフリー化の推進 

誰もが自由に，安全かつ快適に活動できるまちづくりに向け，公共施設等のバ

リアフリー化を推進する。 

◎ 公共施設等バリアフリー化関連予算 3,901,636 千円（対前年伸率 21.8％） 

○ 福祉のまちづくり環境整備（地下鉄駅エレベーター設置等～すすき  892,000 

の，麻生，東札幌駅等） 

○ ＪＲ琴似駅バリアフリー施設整備費補助（エレベーター等設置）   50,000 

○ 福祉のまちづくり公園整備（身障者対応ﾄｲﾚ設置，園路段差解消等）  400,000 

○ 道路新設改良事業（バリアフリー歩道整備，仮称ﾌﾗｯﾄﾛｰﾄﾞ整備）   926,600 

○ 街路事業（バリアフリー歩道整備等）               1,307,700 

  

ア  学校教育の充実 

○ 小学校新築（都心部統合小学校）                1,637,000 

○ 小・中学校増改築（小学校 2 校，中学校 1 校）           1,148,000 

○ 小学校プール建設（新築３校）・中学校格技場新築（１校）     439,000 

○ 豊成養護学校中・高等部移転新築関係（基本設計等）         11,500 

 

イ 高齢者・障害者等福祉施策の充実 

(ｱ)  地域福祉のしくみづくりと在宅サービスの充実 

○ 地域福祉社会計画策定（地域福祉のしくみづくり）           8,400 

○ 各種福祉計画策定（介護保険，高齢者，障害者）           20,300 

○ 在宅介護支援センター事業（基幹型 7 か所→10 か所）        738,412 

○ 難病患者支援対策事業（ホームヘルプサービス，日常生活用具給付等） 56,390 

○ 北海道難病連札幌支部補助（相談活動事業費等補助）         4,000 

(ｲ） 福祉施設の整備 

○ 特別養護老人ホーム整備費補助（新築 1 か所，改築 1 か所）          330,991 

○ 軽費老人ホーム（ケアハウス）新築費補助（3 か所）              1,181,102 

○ 身体障害者デイサービスセンター新築費補助（1 か所）              115,984 

○ 知的障害者更生施設整備費補助等（新築２か所，改築１か所）      1,270,630 

○ 知的障害者授産施設新築費補助等（1 か所）                     265,788 

○ 精神障害者授産施設新築費補助等（1 か所）                      330,753 

 

ウ 健康づくりの推進と質の高い医療の確保 

○ 健康づくり基本計画策定                      11,000 

○ ヘルシーコミュニティ促進事業（地域住民の自主的な健康づくりの支援） 10,000 

○ すこやか健診（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査の追加）       1,551,640 

○ 夜間急病センター等建設（夜間急病センター，保健所，精神保健福 1,704,300 

祉センター，精神障害者地域生活支援センターの複合施設） 

○ 高等看護学院大学化調査（看護教育のあり方等の調査）         7,000 



③ 環境と調和したゆたかな暮らしの実現 
 

恵まれた自然環境と，北国の風土特性を生かしながら，緑や水辺などを生かしたうる

おいのある都市空間を実現し，北国ならではの豊かな冬の暮らしを創造していくととも

に，ごみの発生抑制やリサイクルの推進のほか，エネルギーの有効利用など地球温暖化

防止に向けた取組を推進するなど，身近なものから地球規模の環境保全まで，多様な視

点から幅広い取組を行う。 
 

● エネルギー有効利用都市の実現 

地球温暖化防止に向けて，自然エネルギーや未利用エネルギーなど，多様なエネ

ルギーの利活用に係る調査研究を推進する。 

○  エネルギー有効利用基礎調査（下水廃熱等の未利用エネルギーの活用

手法や，分散型エネルギーシステム導入に向けた調査研究） 

○  雪の冷熱エネルギー利用基礎調査（都心北融雪槽を利用した実証実験

等） 

○ 熱供給対策事業（札幌駅北口地区・南口地区及び厚別地区の環境低負

荷型熱供給施設整備に対する補助） 
 

6,000 

 

18,000 

 

1,970,124 

● 廃棄ごみ量の減量  

平成 10 ⇒ 26 年度 廃棄ごみ量減量 15％以上を目指して 

一般市民や事業者など市民レベルでのごみ減量・リサイクル活動の普及促進の

ための取組を推進する。 

○  さっぽろごみフォーラム運営（情報誌「ごみダイエットニュース」の

発行，ごみフォーラムの開催，世論調査等） 

○  新ごみ減量化・資源化行動指針推進（市民・事業者の自主的なごみ減

量・リサイクル活動を促すための行動メニューの普及啓発） 
 

11,000 

 

6,000 

● ＣＯ2排出量の削減 

平成 2 ⇒ 29 年 市民一人当たりのＣＯ2排出量 10％削減を目指して 

省エネ・省資源型ライフスタイルの裾野拡大に向けた取組を推進する。 

○  エコライフＷＥＥＫ事業（市民を対象に，簡易週間環境家計簿を用い

た「環境問題を考えて暮らす一週間」の運動を展開） 
 

11,000 

 

ア  環境低負荷型社会の構築に向けた取組 

○  自動車公害防止アクションプラン策定（自動車による環境負荷の低減

に向けた目標の設定と具体的行動マニュアルの策定） 

○  水環境計画策定事業（水循環に対する負荷の低減，地下水や水辺環境

の保全施策に係る実行計画の策定） 

○  環境プラザ整備事業（環境プラザ開設に向けた情報システム構築，展

示設備製作等） 

○  ＩＳＯ14001 普及促進事業（環境マネジメントシステムの運用管理） 

○  技術力向上事業費補助（企業のＩＳＯ認証取得に対する補助） 

 

6,000 

 

7,000 

 

161,000 

 

7,000 

8,500 



○  環境関連産業振興（企業に対して安価で良質な環境コンサルティング

の提供，新エネルギー開発に向けたプロジェクトの立ち上げ） 

○  物流効率化推進調査（都心部百貨店の物流の共同化の検討とモデル事

業の実施） 

○ 札幌・ミュンヘン市姉妹都市提携 30 周年記念環境交流事業（国際環境

シンポジウムの開催，ジュニア環境交流事業等） 
 

イ  人と自然が調和したまちづくりに向けた取組 

○ 公園造成（街区公園 11 か所，近隣公園４か所，地区公園２か所，総合

公園５か所，モエレ沼公園ガラスのピラミッド建設，ほか） 

○ 都市環境緑地取得整備（市街化調整区域内の公益的機能上重要な樹林

地の用地取得） 

○  水と緑のネットワーク事業（サクシュ琴似川の｢せせらぎ｣の回復のた

めの導水施設整備，ほか） 

○  北廻り環状道路環境アセスメント事業（方法書の作成。市環境影響評

価条例適用例第 1 号） 

10,000 

 

20,000 

 

3,500 

 
 

 

3,837,700 

 

222,000 

 

177,000 

 

8,500 

 
 

【 除雪費 】 
 

  除雪費 11,364,000 千円  雪対策関連予算総額 16,561,038 千円 

                                              ～ともに過去最高額 
 

市民要望が高い除雪については，昨年 8 月に公表した「札幌市雪対策基本計画アクショ

ンプログラム」（Ｈ12～21 年度）の推進の観点から，この中で掲げる重点項目である冬季

の交差点付近の渋滞緩和及び凍結路面対策を強化する。 

また，雪対策施設整備においても，同プランで掲げる各エリア内での雪処理体制の確立

に向けて，融雪槽等の新規整備に着手する。 
 

○  除雪 

車道除雪延長 5,027⇒5,062 ㎞，運搬排雪対象延長 1,868⇒1,883 ㎞， 

交差点排雪の強化 50 か所（交差点付近の渋滞緩和）， 

路面凍結防止剤散布の強化 2,700⇒3,000ｔ等（凍結路面対策） 

○  雪対策施設整備 

ロードヒーティング改修等 9 か所，流雪溝整備（琴似，北郷）， 

融雪槽等整備（八軒，新川，創成川第 2（新規），地域密着型）， 

雪堆積場整備（澄川，発寒（ともに新規）） 
 

11,364,000 

 

 

 

948,520 

 



  ④ 総合交通対策の推進 

 

都心部の交通混雑の緩和や公共交通機関の利用促進など，本市が抱える交通政策上の

課題に的確に対応し，多様な都市活動を支えていく交通ネットワークを確立するために，

新たな視点に立った総合的な交通対策を推進する。 

 

● 利用しやすい公共交通ネットワークの充実 

 

 

 

 

 

 

 

○  地下鉄休日割引実験事業（休日割引１日乗車券） 

○  路面電車活用方策検討調査（１００円電車等） 

○  バス走行環境改善事業（ﾊﾞｽﾚｰﾝや交差点改良など改善ﾌﾟﾗﾝの検討） 

○ 交通バリアフリー基本構想策定（策定協議会運営等） 

○ ＪＲ琴似駅バリアフリー施設整備費補助（エレベーター等設置） 

○ 福祉のまちづくり環境整備（地下鉄駅エレベーター設置等～すすきの，

麻生，東札幌駅等） 

○ 低床バス導入費補助（スロープ付きワンステップバス 30 台） 

9,700 

8,000 

9,000 

8,800 

50,000 

892,000 

 

25,500 

● 誰もが快適に移動できる都心空間の形成  

 

 

 

○  都心交通対策推進（都心交通ビジョンについての市民・関係者との検

討会の開催等） 

○ 札幌駅前通地下歩行空間整備推進事業（基本設計等） 

○ 都心部バリアフリー化推進事業（歩道の段差解消等） 

24,500 

 

21,500 

100,000 

○  交通実験プロジェクト推進事業（都心交通フォーラム開催等） 

○  都心駐車場基本計画策定(基本的な考え方,現行制度の見直し等) 

○  都心観光バス駐車対策費補助（路上駐車解消に向けた実験） 

○ 交通需要ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業（自動車の使い方を考える交通日記の実験） 

○  北廻り環状道路環境アセスメント事業(方法書の作成) 

○ 広域幹線道路の整備（道道札幌北広島環状線，平和大橋整備促進等） 

○ 総合交通計画策定事業（長期総合計画や総合交通対策調査審議会の

答申を受けた計画の検討） 

17,500 

10,000 

4,000 

2,000 

8,500 

18,585,200 

15,000 

 

各交通機関が担うべき役割を重視しながら，誰もが利用しやすい公共交通ネット

ワークの充実を図るため，公共交通の利用しやすい環境整備に向けた社会実験など

の取組を行うとともに，高齢社会等に対応した交通バリアフリー化を積極的に推進

する。 

～『公共交通機関分担率の増を目指して』～ 

  交通手段構成比 公共交通（鉄道・ﾊﾞｽ）20.5%   自動車 47.9%・・・H6 道央圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査 

都心部の魅力の向上とその活性化を図るため，誰もが快適に移動できる都心空

間の形成に向けた施策に着手するとともに，歩行者や環境に配慮した今後の都心

交通の姿を提案した都心交通ビジョンについて，市民意見の反映や合意形成に向

けた取組や調査検討を進める。 



  ⑤ 市民文化の創造とスポーツの振興 

 

市民が心の豊かさを実感し，安らぎやうるおいのある生活を送ることができるよう，芸

術・文化，生涯学習，スポーツ・レクリェーションなど，各分野における市民ニーズに積

極的に応える観点から，これらの分野における市民の主体的活動を支援するほか，活動を

行う機会の提供や場づくりに努める。また，新たな施策や調査研究など，将来の施策展開

に向けた取組を推進する。 

 

 ● ワールドカップ札幌開催の成功 

  

 

 

 

 

 

       

ア  芸術・文化の振興 

○ 文化活動練習会場開放事業（アマチュア文化活動団体に対し小学校施設を練

習会場として開放 2 校増；７校→９校） 

○ 札幌芸術の森野外ステージ整備（本設化のための実施設計費） 

○ 教育文化会館整備(給排水施設整備等の改修工事) 

○ 仮称）ＰＭＦ財団出えん 

○ 札幌コンサートホールコンサート事業費補助(開館５周年を記念したフェス 

ティバルの開催，自主事業の実施） 

 

イ  生涯学習の推進 

○ ジュニア・ウィークエンドセミナー（土曜日を有意義に過ごすための学習機

会を講座形式で子ども達へ提供） 

○ 青少年科学館展示物整備（移動天文車の更新，宇宙天体コーナーの改修） 

 

ウ  スポーツの振興  

○ 厚別温水プール移転改築（全面移転改築に向けた用地取得，実施設計） 

○ ノルディックスキー世界選手権大会招致（2007 年大会の招致活動経費）  

○ 月寒体育館整備（リンク，屋根，設備等の改修） 

○ 荒井山シャンツェ整備（ジャンプ台全面改修，スロープカー新設，ロッヂ改

築等） 

○ ㈱北海道フットボールクラブ事業費補助 

○ 国際親善ジュニアスポーツ姉妹都市交流事業（姉妹都市提携 30 周年を迎え

たミュンヘン市へ女子バレーボール選手団を派遣） 

 

11,456 

 

20,000 

2,424,000 

100,000 

21,400 

 

 

 

4,000 

 

150,000 

 

 

860,000 

4,600 

752,000 

494,000 

 

107,000 

4,100 

 

平成 14 年度は，日韓共催のサッカー・ワールドカップ（Ｗ杯）の大会当年にあた

り，本市にとっては冬季五輪以来 30 年ぶりに迎える世界的ビッグイベントであると

ともに，「ＳＡＰＰＯＲＯ」を全世界にアピールできる絶好の機会でもあることから，

ホストシティとして万全の対策を講じ大会の成功を図る。 

○ 2002年ＦＩＦＡワールドカップ札幌開催            1,054,000千円 

（広報ＰＲ，関連施設整備，ボランティア運営，交通・観客輸送対策等） 



⑥ 市民・企業・行政のパートナーシップの推進 

  地方分権時代にふさわしいまちづくりを進めるため，市民，企業，行政のパートナー

シップによる施策を推進し，福祉や環境などさまざまな分野の市民活動に対する市民意

識の醸成や活動を行うための環境整備を進める。 
 

●  市民(企業)・行政の共通目的の合意と役割分担を踏まえた施策の展開 

  

 

○  ヘルシーコミュニティ促進事業（住民の自主的健康づくり活動促進） 

○  パートナーシップ排雪（市民・企業・行政による生活道路排雪） 
 

10,000 

769,509 

●  共通目的を市民と行政双方が認識していくための情報共有化 

 

 

 

○  都市経営情報データベース構築（政策形成に関する情報のデータベース

化） 

○ 入札告示情報提供事業（契約公報のＷＥＢ公開） 
 

6,200 

 

1,700 

パートナーシップ型の手法による事業を積極的に展開する。 

行政情報等を積極的に市民提供し，市民と共有化することでお互いの信頼関係を

構築する。 

 

ア 推進体制の充実 

○ 区のふれあい街づくり事業 

（区の魅力あるまちづくりの展開；１区 30,000 千円） 

○ 協働型社会を拓く人づくり・仕組みづくり事業 

（協働モデル事業，事例検証など） 

 

イ パートナーシップによる取組 

○ 市民情報センター関連事業（地域情報提供システムの開発，情報プラ

ザ来館者システム開発等） 

○ 市民活動サポート推進事業（市民活動フォーラム，市民活動団体ハン

ドブック作成など） 

○ ミュージアムサロン活動支援事業（市民や専門家によるパートナーシッ

プ型博物館活動への支援） 

○ 地域計画策定（住民自らが実施するまちづくり活動に対する支援等） 

○ ＴＭＯ事業室支援事業（ＴＭＯ計画に基づいた中心市街地のまちづく

りを総合的に調整・運営する組織への支援） 

 

ウ 市民（企業）の活動支援 

○ さっぽろごみフォーラム運営（情報誌発行,フォーラム開催,世論調査等） 

○ 商店街等チャレンジプロジェクト（商店街の空き店舗を活用したコミ

ュニティビジネスやチャレンジショップ等の事業に対する支援） 

○ 札幌駅北口８・３地区複合施設整備（市民活動サポートセンター等） 

 

300,000 

 

10,000 

 

 

 

202,000 

 

22,200 

 

1,000 

 

16,700 

7,500 

 

 

 

11,000 

3,000 

 

5,661,670 



 ⑦ ＩＴ経営戦略の推進 
 

ＩＴを活用して「市民サービス向上」「産業振興」「行政改革」を実現するための具体

的プログラムである札幌市ＩＴ経営戦略を推進することとし，その関連施策の積極的な展

開を図るとともに，これらを支える基幹情報網や庁内ネットワークの整備を進める。   

また，市民がＩＴ化の利点を気軽に受け入れることができる環境を整備するとともに，

ＩＴを活用した産業振興を図る。 

 

◎ ＩＴ関連事業費 7,354,906 千円（対前年伸率 31.7%） 

 

市民サービスの向上『選べる窓口』『手間いらずの行政サービス』 

～申請・手続の１００％オンライン化を目指して～  

○ ＩＴ市民サービス推進事業（市民の問い合わせに対応するコール       81,000 

センターの開設等） 

○ 様式電子化推進事業(申請書ダウンロードサービス提供)             20,000 

○  入札告示情報提供事業(契約公報のＷＥＢ公開)                1,700 

 

 行政改革 ～庶務・情報収集業務量の２０％削減を目指して～ 

○ 総合行政情報システム概要設計（財務会計，人事管理，文書決裁，   111,000 

電子申請・調達システム構築に向けた概要設計) 

○ 情報システム監査(第三者によるシステム監査の実施)               30,800 

                     

       

ア  情報基盤の整備  

○  基幹情報ネットワーク整備(主要行政施設間の光ファイバー網構築，   502,000 

庁内イントラ環境整備等） 

○ 道路交通情報提供事業(各区土木センター間の光ファイバー網構築)  1,077,000 

○  市民情報センター建設（14 年 10 月オープン）                      128,000 

○ 市民情報センター関連事業(地域情報提供システム開発等)           202,000 

○ 情報教育設備整備（小学校のコンピュータ教室に１人１台，小学校    8,097 

及び高等学校の普通教室に各 1 台のコンピュータを設置等） 

 

    イ ＩＴを活用した産業振興   

○ フットナビ！構築事業（観光・コンベンション情報，交通情報を，    24,000 

デジタル地図上で提供するシステムの構築） 

○  ＩＴ系新事業発掘事業（事業計画の評価コンサルティング）        5,000 

○  ｅシルクロード構想推進（中国・深せんで開催されるハイテクフェア  18,000 

 に出展等）  



 (2) 歳入の概要  

 

    本市は，市税をはじめとした自主財源の割合が低いため，財政基盤は極めて脆弱である

が，このような中にあっても，主要施策をはじめとした各種事業を着実に進める一方，後

世に過大な負担を残さないよう配慮しなければならないことから，平成 14 年度において

は，従前にも増して財源の選択と確保に意を用いたところである。 

なお，市営住宅使用料については，減免基準の引上げや減免負担額を段階的に緩和する

などの見直しを行い，適正な受益者負担を求めることとした。 

    

  ア 市 税   

 業績予測の大幅な落ち込みによる法人市民税の減収や家屋の新増築による固定資産税

の増収等を見込み，前年度に比し 87 億円減（3.2％減）の 2,645 億円とした。 

 

  イ 地方交付税 

 地方財政対策による通常収支不足の補てん措置として，臨時財政対策債への振替額が

増となったが，基準財政収入額の減等により，前年度に比し 14 億円増（1.1％増）の 

1,276 億円を計上した。 

 

  ウ 国庫支出金 

    生活保護費の増や児童扶養手当の影響，市営住宅建設費の増等により，前年度に比し

63 億円増（5.7％増）の 1,158 億円を計上した。 

 

  エ 市 債  

     地方財政対策に伴う臨時財政対策債 222 億円，減税補てん債 35 億円を含めて，前年

度に比し 58 億円増（6.9％増）の 895 億円を計上した。 

  

  オ 基金の取崩し 

    厳しい財政状況の中でも，経済の活性化，少子・高齢化やＩＴ経営戦略の推進等に係

る重点施策を推進していくために，その他の歳入も可能な限り計上に努めるとともに，

なお不足する財源について財政調整基金 42 億円を取り崩すこととした。 

 

(3) 行財政改革の推進   

 

   行財政改革については，平成 10 年に策定した「札幌市行財政改革推進計画」の着実な

推進を図ることを基本とし，当該計画に登載された項目をはじめ，その他の事業について

も見直しを図った結果，約 30 億円の効果額を生じた。 

 さらに，予算編成において，義務的経費を除く一般事務的経費については，原則 10％縮

減を行うことなどにより約 11 億円の経費節減を図った。 

 なお，このほか，企業部門において約 13 億円の効果額が生じる。 



４  特別会計予算の概要   

 

(1) 土地区画整理会計 

   市施行について，西宮の沢地区など５地区を継続して行う。組合施行については，屯田

中部地区への補助を継続して行う。会計全体では東さっぽろ地区土地区画整理の事業費の

減少等により，前年度に比し 8.0％の減となる。 

 

 (2) 団地造成会計 

 平成 13 年度に本会計で管理を行った大谷地新卸売業務団地について，金利負担等を考

慮して，未分譲地をまちづくり推進基金に移管し，未分譲地の管理等に係る経費のみを計

上することに伴い，前年度に比し 91.9％の減となる。 

 

(3) 駐車場会計 

   札幌駅北口地下駐車場の公債償還費の増により，前年度に比し 7.5％の増となる。 

 

 (4) 母子寡婦福祉資金貸付会計 

   貸付件数の増等により，前年度に比し 0.3％の増となる。 

 

 (5) 国民健康保険会計 

 被保険者の増による医療費の増加や医療保険制度改革の影響，療養の給付費に係る会計

年度区分の変更等により，前年度に比し 0.6％の増となる。 

 保険料については，医療費に係る所要財源を保険料のみで賄うとすれば，大幅な改定と

なることから，保険料の負担抑制等のために，一般会計から約 116 億円の繰入れを行い，

一世帯当たりの医療分保険料を据え置くこととした。 

 また，累積赤字の計画的な解消のため，平成 14 年度においては一般会計から 15 億円 

の繰入れを行うこととしており，これらを含め，一般会計繰入金は約 256 億円（前年度 

266 億円）となる。 

 

 (6) 老人医療会計 

   医療保険制度改革の影響により，前年度に比し 0.8％の減となる。 

 

 (7) 介護保険会計 

 在宅，施設サービス給付費の増等により，前年度に比し 5.5％の増となる。 

 

 (8) 基金会計 

   平成 14 年４月１日からのペイオフ解禁に備え，基本基金等 18 基金で債券運用を本格化

させることに伴い，利子収入が増となることなどにより，前年度に比し16.8％の増となる。

ただし，利子収入のうち，債券運用に伴う将来の償還差額の発生に備え，別途積み立てる

分を除くと 34.9％の減となる。 

 



 (9) 公共用地先行取得会計 

   道路・公園事業ともに，平成 14 年度においても事業用地の先行取得がないことから， 

前年度に比し 17.0％の減となる。 

 

 (10) 砂防用地先行取得会計 

    新たに穴の川流域の一部を取得することにより用地取得費が増となるが，移転補償費等

の減により，前年度に比し 0.1％の減となる。 

 

 (11) 交通災害共済会計 

   加入者数の減等に伴う管理費の減により，前年度に比し 12.9％の減となる。 

 

 

５   企業会計予算の概要 

   

(1) 病院事業会計 

道央圏における基幹病院としての機能の充実を図るとともに，医療水準に即応した体制

を整備するため，医療器械の更新等を行う。また，経営の健全化に向けて，占床率の向上

や業務の効率化などに引き続き取り組む。 

 

(2) 中央卸売市場事業会計 

市場再整備事業として，水産棟新築（１期）工事を引き続き行い，完成させるとともに，

市場機能の高度化と効率化を図るため，市場総合情報システムを整備する。また，環境に

やさしいクリーンエネルギーの利用を促進するため，天然ガス仕様の構内運搬車導入を本

格化させる。 

 

(3) 交通事業会計 

路面電車の乗り心地の向上及び安全走行の確保を図るため，老朽化した軌道の改良を行

う。また，バス路線の民営への移行などを示した交通事業改革プランに基づいて，経営効

率化などの取組に着手する。 

 

(4) 高速電車事業会計 

施設等の老朽化対策として，東西線車両３編成の更新や車両自動試験装置の更新を行う

ほか，東西線大通駅及び南北線すすきの駅の大規模改良工事や受変電設備の更新を引き続

き行う。また，交通事業改革プランに基づいて，経営効率化などの取組に着手する。 

 

(5) 水道事業会計 

都市のライフラインとして，安全で安定した給水を今後とも継続していくため，第４次

施設整備５年計画の３年次目として，藻岩浄水場の改修を完成させるとともに，清田配水

池の増設，緊急貯水槽の新設に取り組む。また，配水管については 43.5km の布設を行う。 

   年度末給水人口普及率  99.8％ 



 

(6) 下水道事業会計 

第８次下水道整備５年計画の３年次目として，東部処理場の新設や手稲処理場水処理施

設の増設など 10 か所の処理場整備，手稲中継ポンプ場雨水ポンプ増設など８か所のポンプ

場整備を行うとともに，管路については 41.5km の布設を行う。 

また，雪対策事業としては，新川融雪槽送水ポンプの新設や，八軒下水道管投雪施設の

整備等を行う。 

   年度末処理人口普及率  99.4％ 

  

 



                   一　　般　　会　　計 (単位 千円，％）

会 計 14年度予算額 13年度予算額 比較増減 増減率

一 般 会 計 827,150,000 849,700,000 ▲ 22,550,000 ▲ 2.7

                   特　　別　　会　　計

会 計 14年度予算額 13年度予算額 比較増減 増減率

土 地 区 画 整 理 11,112,000 12,072,000 ▲ 960,000 ▲ 8.0

団 地 造 成 267,000 3,300,000 ▲ 3,033,000 ▲ 91.9

駐 車 場 372,000 346,000 26,000 7.5

母 子 寡 婦 福 祉
資 金 貸 付 298,000 297,000 1,000 0.3

国 民 健 康 保 険 143,699,000 142,797,000 902,000 0.6

老 人 医 療 173,062,000 174,407,000 ▲ 1,345,000 ▲ 0.8

介 護 保 険 66,109,000 62,651,000 3,458,000 5.5

基 金 1,489,000 1,275,000 214,000 16.8

公 共 用 地 先 行 取 得 5,214,000 6,285,000 ▲ 1,071,000 ▲ 17.0

砂 防 用 地 先 行 取 得 1,068,000 1,069,000 ▲ 1,000 ▲ 0.1

交 通 災 害 共 済 203,000 233,000 ▲ 30,000 ▲ 12.9

合 計 402,893,000 404,732,000 ▲ 1,839,000 ▲ 0.5



　　　　　企　　業　　会　　計 (単位 千円，％）

会 計 14年度予算額 13年度予算額 比較増減 増減率

病 院 事 業 25,698,000 25,460,000 238,000 0.9

公 債 会 計 384,228,214 360,575,471 23,652,743 6.6

1,568,565,000 ▲ 25,434,000

合 計 313,088,000 314,133,000 ▲ 1,045,000

総 計 1,543,131,000 ▲ 1.6

▲ 0.3

0.6

▲ 0.1

▲ 1,194,000

387,000

23.0

▲ 1.1

▲ 12.9

▲ 125,000

68,979,000

下 水 道 事 業

69,366,000

94,904,000

104,121,000

水 道 事 業

14,128,000

95,029,000

中 央 卸 売 市 場 事 業

高 速 電 車 事 業

7,889,000

12,304,000

102,927,000

交 通 事 業

1,473,000

▲ 1,824,000

6,416,000



　

　

1 市 税 264,500,000 32.0 273,200,000 32.2 ▲ 8,700,000 ▲ 3.2

2 地 方 譲 与 税 6,431,760 0.8 6,460,700 0.8 ▲ 28,940 ▲ 0.4

3 利 子 割 交 付 金 3,000,000 0.4 7,175,000 0.8 ▲ 4,175,000 ▲ 58.2

4 地 方 消 費 税 交 付 金 17,823,000 2.2 19,480,000 2.3 ▲ 1,657,000 ▲ 8.5

5 ゴルフ場利用税交付金 210,000 0.0 226,000 0.0 ▲ 16,000 ▲ 7.1

6 特別地方消費税交付金 1,000 0.0 5,000 0.0 ▲ 4,000 ▲ 80.0

7 自動車取得税交付金 2,398,000 0.3 2,703,000 0.3 ▲ 305,000 ▲ 11.3

 

8 軽 油 引 取 税 交 付 金 10,751,000 1.3 10,645,000 1.3 106,000 1.0

国有提供施設等所在
　 市 町 村 助 成 交 付 金

10 地 方 特 例 交 付 金 9,000,000 1.1 9,100,000 1.1 ▲ 100,000 ▲ 1.1

11 地 方 交 付 税 127,600,000 15.4 126,200,000 14.8 1,400,000 1.1

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

13 分 担 金 及 び 負 担 金 4,192,593 0.5 4,257,481 0.5 ▲ 64,888 ▲ 1.5

14 使 用 料 及 び 手 数 料 18,984,947 2.3 19,109,122 2.2 ▲ 124,175 ▲ 0.6

15 国 庫 支 出 金 115,817,497 14.0 109,546,467 12.9 6,271,030 5.7

16 道 支 出 金 12,553,121 1.5 13,243,440 1.6 ▲ 690,319 ▲ 5.2

17 財 産 収 入 8,865,940 1.1 9,047,879 1.1 ▲ 181,939 ▲ 2.0

18 寄 附 金 215,413 0.0 245,413 0.0 ▲ 30,000 ▲ 12.2

19 繰 入 金 7,059,503 0.8 6,852,921 0.8 206,582 3.0

20 繰 越 金 10 0.0 10 0.0 0 0.0

21 諸 収 入 127,157,216 15.4 147,392,567 17.3 ▲ 20,235,351 ▲ 13.7

22 市 債 89,548,000 10.8 83,754,000 9.9 5,794,000 6.9

827,150,000 100.0 849,700,000 100.0 ▲ 22,550,000 ▲ 2.7

款 14年度予算額 構成比 13年度予算額

12

9 102,000102,000

954,000

一　般　会　計  款　別　内　訳　表

0.0

▲ 1.6

（単位　千円，％）歳　　　　　　入

構成比 比較増減 増減率

歳　　入　　合　　計

0

939,000 ▲ 15,000

0.0

0.1 0.1

0.0



1 議 会 費 1,601,305 0.2 1,597,120 0.2 4,185 0.3

2 総 務 費 36,304,449 4.4 31,731,484 3.7 4,572,965 14.4

3 保 健 福 祉 費 170,077,998 20.6 175,618,441 20.7 ▲ 5,540,443 ▲ 3.2

4 環 境 費 16,405,635 2.0 26,332,976 3.1 ▲ 9,927,341 ▲ 37.7

5 労 働 費 1,819,404 0.2 1,831,917 0.2 ▲ 12,513 ▲ 0.7

6 経 済 費 97,087,019 11.7 98,403,762 11.6 ▲ 1,316,743 ▲ 1.3

7 土 木 費 122,899,211 14.8 128,403,833 15.1 ▲ 5,504,622 ▲ 4.3

8 消 防 費 8,195,134 1.0 7,427,661 0.9 767,473 10.3

9 教 育 費 42,192,222 5.1 40,274,861 4.7 1,917,361 4.8

10 公 債 費 92,788,000 11.2 89,181,000 10.5 3,607,000 4.0

11 諸 支 出 金 123,878,623 15.0 130,130,945 15.3 ▲ 6,252,322 ▲ 4.8

　　　12
職 員 費 113,401,000 13.7 118,266,000 13.9 ▲ 4,865,000 ▲ 4.1

　  　13 予 備 費 500,000 0.1 500,000 0.1 0 0.0

827,150,000 100.0 849,700,000 100.0 ▲ 22,550,000 ▲ 2.7

注）科目の整理に伴い，当該科目の前年度予算額も異動整理を行った。

歳　　　　　　出

歳　　出　　合　　計

（単位　千円，％）

款 14年度予算額 構成比 13年度予算額 構成比 比較増減 増減率



当 初 予 算 額 の 推 移

284,000 281,500 278,800 285,700 294,500 295,000 284,000 266,000 273,200 264,500

127,600126,200136,000
130,517124,000117,000

109,00099,00093,00092,000

90,196 108,615 99,933
103,535

104,247 106,059 111,896
103,049 109,546 115,817

89,54883,75482,439
92,18993,225101,277117,976

95,16075,818
56,509

187,045

206,067
220,157

216,289 219,126 229,066 236,886
251,412 257,000 229,685

0

100,000

200,000

300,000
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500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

市 税

地方交付税

市 債

その他

国庫支出金

 歳 入
(単位　百万円）

709,750

765,000

793,050

832,500 836,150
847,350 855,488

838,900 827,150

合 計

849,700



120,045 129,799 136,190 140,769 155,108 176,976 165,858

118,990
175,618

170,078

122,899128,404133,097
141,288

154,220163,780165,646161,200
156,127152,889

53,248 58,789 50,780
61,573 53,329 53,001 53,297

36,959 40,275 42,192

92,78889,18186,418

82,65478,15872,96566,985
63,93078,280

61,450

123,952
118,426 130,013

129,926 133,248 129,929 121,770
130,886 130,131 123,879

102,170

105,600 111,500
113,421 114,860 117,558 120,823

118,334 118,266
113,401

97,051

127,733
145,828

158,759 157,199 159,376 158,680
167,348

167,825
161,913

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

諸支出金

職員費

(単位　百万円）
 歳 出

709,750

765,000

793,050

832,500
847,350 855,488

838,900 827,150

合 計

その他

民生費(10年度まで)

保健福祉費
(11年度から)土木費

教育費

公債費

836,150 849,700
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注）　◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す。 （単位 千円）

１　経済の活性化

課 題 重 点 事 項 重 点 施 策 方 針 予 算 額

◎デザイン産業振興事業 15,000

○Ｍａｄｅ Ｉｎ 札幌グランプリ事業 3,000

○デジタルコンテンツ産業振興事業 151,700

高等専門学校大学化調査 24,800

◎ＩＴ系新事業発掘事業 5,000

○産学官共同研究チャレンジ支援事業 43,000

○ｅシルクロード構想推進事業 18,000

◎バイオアカデミアクラスター創造事業 10,000

◎フロンティア技術開発振興資金貸付 200,000

○コールセンター誘致事業 26,500

○人材育成・情報提供事業 16,337

ＩＴマスタ－奨励事業 5,000

◎新分野進出支援資金貸付金 300,000

○一般中小企業振興資金貸付金等 78,134,000

○中小企業支援事業（5事業） 56,250

◎中国経済交流促進事業 6,500

◎韓国経済交流促進事業 4,000

○フットナビ！構築事業 24,000

◎外国人観光客対応コールセンター事業 3,000

○航空機内誌利用広報 10,500

○観光電子情報高度化実験事業 12,000

○フイルムコミッション事業 10,000

◎ﾐｭﾝﾍﾝのクリスマス市 in Sapporo 8,000

◎コンベンション誘致促進補助 3,000

○コンベンション誘致・支援事業 7,000

コンベンションセンター建設 11,780,000

○コンベンションセンター開設準備 253,656

◎SAPPOROコンベンション市場補助 3,000

○コンベンションビューロー運営補助 82,377

○商店街等チャレンジプロジェクト事業 3,000

◎ＴＭＯ事業室運営支援事業 7,500

◎ＴＭＯ構想助成事業 62,000

◎食産業ブランド化事業 4,000

○都市型農業担い手確保対策事業 7,000

「顔の見える農業」推進事業 4,300

重 点 政 策 課 題 別 主 要 事 業

新鮮・安心・良質な札幌産農産物を
市民に安定的に供給できるよう生
産・流通体制の強化を図る。

●
商
店
街
等

 
の
活
性
化

●
札
幌
産

 
農
産
物
の

 
安
定
供
給

コミュニティ活動の中心として，地
域に密着した商店街の活動を促進す
るとともに，中心市街地活性化と連
動した都心商業地の活性化・魅力向
上を図る。

札幌産農産物の
安定供給

長期総合計画

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
産
業
の
高
度
化
、

販
路
拡
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
企
業
の
活
性
化
、

創
業
・
就
業
支
援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
新
札
幌
型
産
業
の
育
成
・
振
興

●
集
客
交
流
産
業
の
振
興

高度な技術や知識，豊かな発想力を
持った人材の育成や活用を図る。

デジタルコンテンツ産業とデザイン
関連産業との連携など，札幌の特性
を生かした産業の振興を図る。

ＩＴ技術等の優れた技術や研究開発
機能と他の産業・企業との交流・連
携を推進する。

新規創業や独立・転業希望者に対す
る支援の充実を図る。また，経営革
新の促進支援を拡大する。

技術交流・連携
の促進

本市の特性や独自性を生かしたコン
ベンションの創出や開催誘致を図
る。

積極的な営業活動の推進を図るとと
もに効率的な運営体制を確立する。

コンベンション
の誘致・創出

新しい時代に向
けた商店街等の
活性化

経
 
 
済
 
 
～

 
 
活
 
 
力
 
 
を
 
 
高
 
 
め
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
新
し
い
時
代
を
先
導
す
る
産
業
の
育
成
と
活
力
あ
る
企
業
活
動
の
推
進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
札
幌
の
経
済
を
支
え
て
い
る
産
業
の
高
度
化

積極的な営業活
動の推進

主 要 事 業

魅力ある市場としてのアジアとの経
済交流を促進する。

誘致活動と来訪
者サービスの
充実

国内外からの観光客の誘致ととも
に，ホスピタリティあふれる受け入
れ体制の充実を図る。

デザイン活用型
ビジネスの推進

アジアとの経済
交流の活性化

創業・経営革新
の促進

人材の育成・
活用

重点化目標　★　来札者数　過去最高の13,304千人以上を目指す
　　　　　　★　開廃業率のマイナスを解消し，事業所数増加率をプラスに転じる
　　　　　　　　　現況　開廃業率（平成８～11年平均）　　　　▲２．５％
　　　　　　　　　　　　事業所数増加率（平成８～11年平均）　▲２．３％
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予算額

私立保育所新築費補助等 390,375
・待機児童の早期解消 ◎認可保育所移行促進事業 25,000

・ ・地域の社会資源の有効活用 公立保育所建設費 106,800
○延長保育事業 788,438

・ ・ ○一時保育事業 76,464
　 　 ◎休日保育事業 2,000

・ 私立保育所運営費等補助 1,601,355
　 　 ○乳幼児健康支援デイサービス事業 27,130
　 ミニ児童会館施設設備整備 26,000
　　 ・ ○児童育成会運営委員会補助 169,655

  
　　 　　

子育て支援施設建設 41,533
・交流の場や子育てに関する情報提供

・ ○私立幼稚園就園奨励費・振興費補助 1,392,684

○児童虐待防止対策事業 10,610
　　 ・

ＤＰＩ札幌大会運営費等補助 60,000
◎地域福祉社会計画策定 8,400

    
敬老優待乗車証交付事業 3,345,001

・ 心身障害者交通費助成 1,185,258
・ ○精神障害者交通費助成 242,121

◎盲ろう者通訳・ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ養成派遣事業 6,147
知的障害者授産施設新築費補助等 265,788

　 精神障害者授産施設新築費補助等 288,069
  いきいき福祉・介護フェア負担 5,000
　　

健康づくり基本計画策定 11,000
・市民の生涯にわたる健康づくりの支援◎ヘルシーコミュニティ促進事業 10,000

・ ・市民の自主的な健康づくりの促進 ○すこやか健診 1,551,640
　 精神保健福祉センター建設 345,700

・精神保健に関する相談機能の充実 保健所建設 403,000
　　

◎介護保険事業計画策定 7,000

○在宅介護支援センター事業 738,412
障害者ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制整備推進事業 14,000

・ ◎高齢者保健福祉計画策定 7,000
◎障害者福祉計画策定 6,300

・ ○全身性重度障害者介護人派遣事業 104,940
　 ◎精神障害者ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ事業 20,270

難病患者支援対策事業 56,390
　 ○北海道難病連札幌支部補助 4,000

　 　
特別養護老人ホーム整備費補助 330,991
軽費老人ﾎｰﾑ(ｹｱﾊｳｽ）新築費補助 1,181,102

・ 身体障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ新築費補助 115,984
知的障害者更生施設整備費補助等 1,270,630
自閉症者専門施設調査 10,000
　 　
精神障害者地域生活支援ｾﾝﾀｰ建設 52,600

・ 精神障害者地域生活支援ｾﾝﾀｰ新築費補助 42,684
・ 6,000

福祉除雪事業 122,336
　 ・冬季のひきこもり防止

夜間急病センター建設 903,000
・質の高い医療の確保 高等看護学院大学化調査 7,000

福祉のまちづくり環境整備 892,000
・ ＪＲ琴似駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ施設整備費補助 50,000

・ 　 福祉のまちづくり公園整備 400,000
　 バリアフリー関連道路事業 926,600
・ バリアフリー関連街路事業 1,307,700

公共施設のバリアフリー化

在宅サービスの充実

地域生活支援の拠点施設整備

冬季の在宅生活の支援

救急医療体制の充実

市民ﾆｰｽﾞに対応した計画的な施設整備

在宅家庭を含めた子育て支援の充実

就労形態や家族形態，ライフスタイ
ルに応じた保育サービス

児童が安全で健全に放課後を過ごせ
る場の充実

障害や病気の子どもとその家庭への
支援

心の健康づくりの推進

介護サービスの計画的な確保

市民一人ひとりが生活習慣
をコントロールして健康を
維持・増進

福祉機器の普及

総合的な健康づくり施策の推進

子育て家庭の負担軽減

児童虐待の防止

社会参加に必要な外出の支援

障害者の働く場の確保

予防，早期発見，早期対応，親への
ケア

障害に対する市民理解の促進と地域福
祉ネットワークの充実

様々な活動に参加することができる
機会の拡大

在宅ｻｰﾋﾞｽの調整，相談機能の充実

仮称）視聴覚障害者情報文化ｾﾝﾀｰ整
備計画策定

障害に応じた情報提供，相談，交流
機能を持つ地域の拠点施設の整備

高齢者，障害者，介護者の
ニーズ，心身の状態，置か
れている環境などに的確に
対応したサービスの提供

当事者や介護者の意向を尊
重したサービスの提供

在宅生活を中心とした多様
なサービスの確保

在宅サービスの充実

自らが望む環境で暮らせる
よう，地域での自立した生
活を支援するしくみづくり

エレベーター整備，身障者用トイレ
設置，歩道拡幅，段差解消等

各種サービスの計画的な確保

 
生
涯
現
役
社
会
の
形
成
と

　
　
障
害
者
な
ど
の
社
会
参
加
の
促
進

高齢者・障害者などの社会
的活動への参加の支援

健康づくりの推進

介護保険制度の適切な運用

す
べ
て
の
市
民
が

活
動
し
や
す
い

都
市
づ
く
り

公共的施設のバリアフリー
化の推進

だれもが自由に，安全・快
適に活動できるまちづくり

ともに生きる意識の醸成と
地域福祉のしくみづくり

２  少子・高齢社会に対応した地域福祉の推進
長期総合計画 重　　点　　課　　題 主　　要　　事　　業重　　点　　施　　策

良
好
な
生
活

空
間
の
確
保

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
生
き
い
き
と
育
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
づ
く
り

自
立
し
た
個
人
が
支
え
あ
う
地
域
福
祉
社
会
の
形
成

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
地
域
で

　
　
　
　
自
立
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
づ
く
り

子育てへの身体的・精神的
負担，育児不安の軽減

地域で子どもが健やかに育
つ環境づくり

市民・事業者・市が一体と
なったまちづくり

高齢者・障害者福祉施設の
整備

地域の生活支援体制の充実

新たなニーズにも対応した
医療の確保

高齢者・障害者の生活の利
便性，安全性，快適性の向
上

待機児童解消のための保育所の整備

多様な保育サービスの充実

放課後の児童健全育成

女性がその能力を発揮でき
る社会の実現

子育てと仕事の両立支援

仕事や社会的活動を続けな
がら子育てできる環境づく
り
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３　環境と調和したゆたかな暮らしの実現

予　算　額

◎ 円山動物園教育普及事業 6,000
◎ 北廻り環状道路環境アセスメント事業 8,500

※市民・企業・行政の参加と協働によ 都市環境緑地取得整備 222,000
  る自然環境保全活動の推進 風致地区保全計画策定 2,000

公園造成 13,295,660
河川環境整備事業（水と緑のネットワーク事業） 177,000

※2017年度における市民一人当たりの 植樹推進事業 129,112
  公園緑地面積40㎡

◎ エネルギー有効利用基礎調査 6,000
○ 雪の冷熱エネルギー利用基礎調査 18,000

※省エネルギーの推進，自然エネルギ ◎ 発寒第二清掃工場跡施設利用調査 8,000
  －・未利用エネルギーの利用促進 雪対策施設整備（流雪溝，融雪槽整備） 470,200

◎ 自動車公害防止アクションプラン策定 6,000
◎ 交通需要マネジメント事業 2,000

※NO2環境基準(0.06ppm以下),騒音環 ◎ 地下鉄休日割引実験事業 9,700
 境基準(第1種住居地域(2車線沿線)～ ○ 物流効率化推進調査 20,000
 昼65ﾃﾞｼﾍﾞﾙ,夜60ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下他)の達 都心交通対策推進 24,500
 成維持 総合交通計画策定事業 15,000
※2005年度までに10万台の低公害車 低公害車等購入資金貸付 256,944
 等の普及

廃棄物の少ない都市の実現 ◎ さっぽろごみフォーラム運営 11,000
新ごみ減量化・資源化行動指針推進 6,000

※2014年度までに対1998年度比で廃棄 ◎ 総合行政情報(文書管理・決裁)システム概要設計 16,500
 ごみ量を15％以上減量 ナレッジマネジメント推進事業 13,300

緑のリサイクル事業 14,000
清掃工場排ガス高度処理施設整備 1,199,000

水環境計画策定事業 7,000

※公共用水域における水質汚濁環境基準

 (A類型 BOD-2㎎/ｌ以下他)の達成維持

化学物質適正管理推進事業 4,000

※大気(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類-0.6pg-TEQ/m
3
以下

  他)等に係る環境基準の達成維持

環境教育・学習活動の推進 ◎ 環境プラザ整備事業 161,000
総合的環境教育・学習推進事業 5,500

※環境教育・学習プログラムの充実と

  人材養成の推進

ISO14001普及促進事業 7,000
技術力向上促進事業費補助 8,500

※環境保全・創造活動の支援促進 各種環境関係学会等開催補助 1,100

○ 環境関連産業振興事業 10,000
○ 産学官共同研究チャレンジ支援事業 43,000

※環境負荷低減のための都市づくり技 都市環境調和型農業推進事業 5,300
  術の研究開発の推進

3,500

※北方都市特有の環境問題の解決に向けた技術交流・共同研究の推進

環境基本計画の推進 ◎ 環境基本計画改定調査 3,000
環境基本計画推進 5,000

地球温暖化の防止 ◎ エコライフWEEK事業 11,000
温暖化対策推進事業 2,000

※市民一人当たりのCO2排出量：2017年に対1990年比で10％削減

4,605

札幌・ミュンヘン姉妹都市提携30周年記念環境交流事業

環
境
保
全
・
創
造
活
動
の
推
進
施
策

環
境
保
全
・
創
造
の
た
め
の
都
市
づ
く
り
施
策

地
球
環
境
保
全
施
策

 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
環
 
境
 
文
 
化
 
都
 
市
 
の
 
実
 
現

 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
循
 
環
 
型
 
都
 
市
 
の
 
実
 
現

 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
共
 
生
 
型
 
都
 
市
 
の
 
実
 
現

合併処理浄化槽設置費補助

オゾン層の保護             注) 各項目の目標等：環境基本計画の記載目標値

市民や企業の環境保全・創造活動
の推進

環境保全・創造に寄与する産業や
技術の振興

地球環境保全に向けた国際的連
携・協調関係の形成

環  境  基  本  計  画

ゆ
 
た
 
か
 
な
 
自
 
然
 
と
 
調
 
和
 
し
 
た
 
都
 
市
 
環
 
境
 
を
 
形
 
成
 
す
 
る

良好な水環境を保全する都市の推
進

地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
取
組
み

健康で安心して生活できる都市の
推進

人

と

自

然

が

調

和

し

た

ま

ち

づ

く

り

環
 
境
 
低
 
負
 
荷
 
型
 
社
 
会
 
の
 
構
 
築

緑

ゆ

た

か

な

う

る

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

森林資源の保全と育成

酸性雨(雪)の防止

廃
棄
物
の
少
な
い
資
源
循
環
型
都
市
の
実
現

良
好
な
水
環

境

の

保

全

主    要    事    業長 期 総 合 計 画

札
 
幌
 
が
 
め
 
ざ
 
す
 
環
 
境
 
都
 
市
 
像

豊かな自然環境に包まれた都市の
実現

うるおいと安らぎのある都市の実
現

エネルギーを有効に利用する都市
の実現

環境低負荷型の交通網をもつ都市
の実現



４  総合交通対策の推進 　　　　　　　　　　　　　　　　【重　点　化　目　標】

    適切な交通手段・・・『公共交通機関分担率の増と自動車分担率の減を目指して　』

　　交通手段構成比　　公共交通（鉄道・バス）２０．５％　　自動車４７．９％　　徒歩・二輪３１．６％　　⇒Ｈ６道央圏パーソントリップより

　

《乗継施設改善等》

交通バリアフリー基本構想策定 8,800

福祉のまちづくり環境整備 892,000

　 ◎ JR琴似駅バリアフリー施設整備費補助 50,000

乗継施設等整備推進 7,000

手稲駅周辺地区整備事業 1,096,700

ＪＲ手稲駅橋上化事業費負担 21,851

P&R駐車場運営費補助・整備資金貸付 47,540

《軌道系関係》

路面電車活用方策検討調査 8,000

地下鉄施設改修，車両更新等 6,913,000

総合交通計画策定事業（軌道系交通機関調査） 15,000

《バス関係》

バス走行環境改善事業 9,000

○ 低床バス導入費補助 25,500

《その他》

自転車利用計画策定 7,000

　 ◎ 交通需要マネジメント事業 2,000

【再掲】総合交通計画策定事業（ＴＤＭ施策検討調査） 15,000

【再掲】路面電車活用方策検討調査 8,000

　 ◎ 地下鉄休日割引実験事業 9,700

　 ◎ 【再掲】地下鉄休日割引実験事業 9,700

○ 総合交通情報提供システム開発 12,300

情報・通信研究開発事業 32,900

さわやかノーカーデー推進事業 5,500

　 ◎ 【再掲】交通需要マネジメント事業 2,000

【再掲】総合交通計画策定事業（ＴＤＭ施策検討調査） 15,000

低公害車普及啓発事業 3,400

低公害車導入事業 17,380

低公害車等購入資金貸付 256,944

◎ 自動車公害防止アクションプラン策定 6,000

道路交通騒音評価システム開発 14,000

沿道環境対策事業 195,000

道路交通情報提供事業 1,077,000

幹線道路網計画推進 11,000

　 ◎ 北廻り環状道路環境アセスメント事業 8,500

都市計画道路推進調査 9,000

広域及び幹線道路網整備 18,585,200

道路景観整備（ロマネット等） 1,973,400

札幌駅前通地下歩行空間整備推進事業 21,500

自転車道整備事業 120,000

自転車利用計画策定 7,000

○ 違法駐車等防止対策 12,000

○ 道路環境対策 47,000

　 都心交通対策推進 24,500

交通実験プロジェクト推進事業 17,500

都心駐車場基本計画策定 10,000

都心部バリアフリー化推進事業 100,000

都心部道路空間整備 100,200

　 ◎ 都心観光バス駐車対策費補助 4,000

【再掲】交通バリアフリー基本構想策定 8,800

　 ◎ 【再掲】地下鉄休日割引実験事業 9,700

【再掲】札幌駅前通地下歩行空間整備推進事業 21,500

【再掲】路面電車活用方策検討調査 8,000

【再掲】幹線道路網計画推進 11,000

　 ◎ 【再掲】北廻り環状道路環境アセスメント事業 8,500

【再掲】P&R駐車場運営費補助・整備資金貸付 47,540

【再掲】自転車利用計画策定 7,000

【再掲】総合交通計画策定事業（地域交通ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ） 15,000

【再掲】交通バリアフリー基本構想策定 8,800

【再掲】総合交通計画策定（計画策定） 15,000

予　算　額主　　要　　事　　業
長 期 総 合 計

画

公
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通
機
関
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適
切
な
自
動
車
交
通
の
実
現

広
域
的
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実

長　期
目　標

公
　
共
　
交
　
通
　
を
　
軸
　
と
　
し
　
た
　
環
　
境
　
低
　
負
　
荷
　
型
　
交
　
通
　
体
　
系
　
の
　
確
　
立

　　　短期目標（戦略プログラム）
・　公共交通利用促進策の一層の充実により『公共

交通ネットワーク』の維持・充実を図る

・　都心交通対策の推進を図る。

公共交通の利用促進

公共交通を利用しやすい
環境の整備

魅
力
的
で
活
力
あ
る
都
心
の
整
備

公
 

共
 

交
 

通
 

ネ
 
ッ
 
ト
 

ワ
 
ー

 
ク
 

の
 

維
 

持
 
・
 

充
　
実

課　題

ま
ち
づ
く
り
と
あ
わ
せ
た
交
通
対
策
の
推
進

自
動
車
等
交
通
の
円
滑
化

公
共
交
通
と
自
動
車
と
の
使
い
分
け

道路ネットワークの充実

適切な自動車利用への
誘導

TDM施策の推進

道路の有効活用

地域交通対策の推進

公共交通利用促進に対する
市民意識啓発

公共交通のサービス向上

都心交通対策の推進

※公共交通利用者数減少への
歯止めに向けた取組

※交通行動に対する市民意識
の転換に対する取組

※必要な自動車利用に際して
の環境等への配慮に対する取
組

※道路混雑の緩和を目指す取
組

※道路空間の再配分について
の取組

※都心まちづくりを支える交通
体系の実現に向けた取組

※地域に求められる交通体系
の実現に向けた取組
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区のふれあい街づくり事業 41,229

　札幌・ミュンヘン姉妹都市提携３０周年記念事業 1,700
　 ◎札幌ｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙｺﾝｻｰﾄ事業費補助（開館５周年記念事業） 21,400

芸術文化振興（補助金） 81,614

芸術文化振興助成 8,000

PMF2002事業費補助等 255,550

　 ○芸術文化振興（文化活動練習会場開放事業） 11,456

◎札幌市写真ライブラリー運営管理（記念写真展） 3,000

札幌交響楽団運営費補助 168,000

札幌市芸術の森運営管理 127,121

札幌芸術の森展覧会事業費補助 19,000

芸術文化振興基金造成 60,000

文化財保存 1,300

札幌ｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙｺﾝｻｰﾄ事業費補助（自主事業補助） 86,500

　 　

教育文化会館事業費補助 5,186

◎ジュニア・ウィークエンドセミナー 4,000

生涯学習活動支援事業（自主事業補助） 6,000

２００２年ＦＩＦＡワールドカップ札幌開催 1,054,000

国際親善ジュニアスポーツ姉妹都市交流事業 4,100

札幌マラソン姉妹都市交流事業 1,420

スポーツ振興基金造成(目標10億円） 1,500

スポーツ振興助成 23,000

スポーツ振興事業団運営管理 190,635

スポーツ振興（補助金） 89,692

札幌芸術の森施設整備 32,500

　札幌芸術の森野外ステージ整備 20,000

札幌市写真ライブラリー運営管理（展示室改修ほか） 2,000

教育文化会館整備 2,424,000

市民ギャラリー施設整備 18,000

文化財施設整備 4,500

◎青少年科学館展示物整備（移動天文車更新） 100,000

　青少年科学館展示物整備（宇宙天体コーナー改修） 50,000

◎札幌ドーム整備 278,000

学校開放施設運動場夜間照明施設整備 20,000

◎厚別温水プール移転改築（継続費14～16） 860,000

月寒体育館整備(継続費13～15） 752,000

荒井山シャンツェ整備（継続費13～15） 494,000

◎芸術の森振興策策定事業 1,000

◎仮称）PMF財団出えん 100,000

北海道舞台塾事業費負担金 5,000

埋蔵文化財保存 2,000

◎埋蔵文化財地理情報管理システム構築事業 10,000

勤労青少年ホーム運営管理（ホームのあり方に関する検討） 575

博物館建設構想推進事業 16,000

スポーツまちづくり推進事業 4,000

㈱北海道フットボールクラブ事業費補助 107,000

㈱北海道フットボールクラブ事業費貸付 500,000

札幌ドーム利用料金減免補てん補助 34,658

札幌ドーム運営管理 131,000

ウィンタースポーツに関する調査 1,000

ノルディックスキー世界選手権大会招致 4,600

　　 　

５　市民文化の創造とスポーツの振興

長期総
合計画

課題解決のための
具 体 的 施 策

課題解決に向
けた３つの柱

重点
課題

予　算　額主  要  事  業
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区のふれあい街づくり事業 300,000

協働型社会を拓く人づくり･仕組みづくり 10,000
　　拡充

Ａ　市民（企業）との 協働型社会を拓く人づくり･仕組みづくり 10,000
　　パートナーシップ 市民情報センター関連事業 202,000

　◎ ﾐｭｰｼﾞｱﾑｻﾛﾝ活動支援事業 1,000
市民活動サポート推進事業 22,200

　○ 福祉のまち推進センター補助 79,500
福祉除雪 122,336

　◎ 盲ろう者通訳・ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ養成派遣事業 6,147
　◎ ヘルシーコミュニティ促進事業 10,000

ﾘｻｲｸﾙ推進基金活用事業 5,000
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ排雪事業 769,509

　◎ 既成市街地地区計画推進事業 1,300
景観形成推進事業 10,000
地域計画策定(ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ型まちづくり） 16,700
公園造成事業 1,828,000
旭山公園再整備事業 50,000
個性あふれる公園整備事業 1,160,000
民有地の緑化 1,400

　◎ 高専地域連携促進事業 2,000

Ｂ　企業との いきいき福祉・介護フェア負担金 5,000
　　パートナーシップ デイ銭湯事業 11,241

　◎ TMO事業室運営支援事業 7,500
創世1.1.1区計画 22,600
地域住宅計画推進事業 2,700
特定優良費賃貸住宅供給費 331,000

特集広報「ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟさっぽろ」の発行 3,500
　○ 市民活動サポート推進事業 22,200

福祉のまちづくり推進費 75,036
　◎ さっぽろごみフォーラム運営 11,000

市民と協働により進める川づくり 3,626
がけ地対策（自主防災活動推進事業） 850
地域計画策定(ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ型まちづくり） 16,700
地域住宅計画推進事業 2,700

　◎ 都市経営情報データベース構築事業 6,200
　◎ 入札告示情報提供事業 1,700

市民活動サポート推進事業 22,200

市民活動サポート推進事業 22,200
　○ 商店街等チャレンジプロジェクト事業 3,000

商店街等コミュニケーションづくり支援事業 6,200
商店街等トータルサポート事業 7,500
まちづくり活動支援事業 900
地域計画策定(ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ型まちづくり） 16,700
自主防災活動推進事業 20,000

市民活動サポート推進事業 22,200
札幌駅北口８・３地区複合施設整備 5,661,670

　　　　（市民活動サポートセンター等）
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Ａ　意識の醸成

Ｂ　情報の共有化

Ｃ　個人・組織の支援

Ｄ　環境地盤の整備

重点施策

6  市民・企業・行政のパートナーシップの推進

長
総

長期
目標

課
題

主  要  事  業 予　算　額



７  ＩＴ経営戦略の推進

　
＜選べる窓口＞

　 ◎ ＩＴ市民ｻｰﾋﾞｽ推進事業 81,000
　 ◎ 様式電子化推進事業 20,000

図書館情報化推進事業 41,000
会議録検索システム拡充 1,100
障害者情報バリアフリー化支援事業 10,000

＜手間いらずの行政サービス＞
　 ○ 総合交通情報提供システム開発 12,300

◎ 入札告示情報提供事業 1,700
戸籍総合システム整備 527,000
住基ネットワークシステム整備 415,000

◎ 埋蔵文化財管理システム構築事業 10,000
測量情報データベース整備 23,000
下水道図面閲覧システム整備 101,200

＜ぴったり情報サービス＞
○ 保健福祉総合情報システム整備 417,000

予防システム更新設計 17,000
＜その他＞

　 市民情報センター関連事業 202,000
市民情報センター建設 128,000

　 ICカード発行認証機能整備 10,300
　 ◎ 総合行政情報システム概要設計 111,000
　 　 ITシンポジウム開催 1,500

　 ＩＴ講習事業 87,200
　 　

都市計画情報関連事業 55,500
　 ◎ 【再掲】総合行政情報システム概要設計 111,000

基幹情報ﾈｯﾄﾜｰｸ整備 502,000
○ 地理情報ｼｽﾃﾑ共有基本DB開発運用 27,000
◎ 情報システム監査 30,800

IT経営戦略推進 1,500
住区計画指導調整 14,600

◎ 都市経営情報データベース構築 6,200
固定資産税地理情報システム整備 428,000
工事設計積算システム開発 8,000
総合道路管理システム開発 105,000
児童福祉支援システム整備 3,800
保全計画策定 6,000

◎ 就園奨励費等システム開発 5,400
◎ 不在者投票管理システム構築 86,000
○ 財務会計システム改修 35,700

工事契約システム改修 20,000
院内イントラネット構築 17,000
　 　

○ フットナビ！構築事業 24,000
◎ ナレッジマネジメント推進事業 13,300
○ 観光電子情報高度化実験事業 12,000
○ 首都圏シティPR事業（ＩＴ企業ビジネス拡大） 4,000
◎ デザイン産業振興 15,000
◎ ＩＴ系新事業発掘発信事業 5,000

札幌市ITマスター奨励事業 5,000
デジタルコンテンツ産業振興事業 151,700
先端産業立地促進補助・貸付 2,201,009

○ ｅシルクロード構想推進 18,000
電子流通促進事業 12,000
中小企業経営ＩＴ化促進補助 8,000

道路交通情報提供事業 1,077,000
情報教育設備整備 8,097
総合医療情報システムﾈｯﾄﾜｰｸ整備 152,000
東豊線光ファイバーケーブル更新 79,000

課　題 課題解決のための具体的施策（目標） 予 算 額主　要　事　業

・　申請，手続の100%オンライン

・　顧客サイドの時間負担を30%以上
　　削減

・　市民，企業にインターネットで
　　提供する行政サービス関連情報
　　量の年20％向上

・　庶務的業務の労働量20%削減

・　情報収集にかかる作業量（時間）
　　を20％削減

・　地域のソフトウェア開発ベンダー
　　の競争力を向上

市
民
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ー
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ス
の
向
上

札
幌
市
の
行
政
改
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札
幌
市
の
産
業
振
興

その他



　注）　◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す。

一 般 会 計 （単位 千円）

予算額 事業内容 担当部

1 議会費

札幌・ミュンヘン姉妹都市
提携30周年記念事業

10,000 公式訪問団受入，派遣 議 会 事 務 局

瀋陽市議会交流事業 1,200 瀋陽市代表団の受入 〃

2 総務費

○ 平和都市宣言普及啓発 6,000 平和都市宣言10周年記念事業
   仮）PMF平和コンサート，ピースメッセンジャー派遣等

行 政 部

◎ 都市経営情報データベー
ス構築事業

6,200 政策形成に関する情報を整理し，データベースを構築 〃

協働型社会を拓く人づく
り・仕組みづくり事業

10,000 協働型社会を担う人づくりと仕組みづくりに向けた環境整
備，市民論議等

〃

○ 広報誌等発行 527,815 広報さっぽろ区版について，各区民に身近な広報媒体と
して有効に機能させるため，４色カラー化を実施

広 報 部

○ 航空機内誌利用広報 10,500 本市の魅力を広く対外的に発信するため，国内及び海外
（韓国，香港）の航空機内誌にイメージ広告を掲載

〃

◎ 対外広報事業 4,500 フォーリンプレスセンターに加入し，海外プレスへの広報
活動を推進

〃

札幌・ミュンヘン姉妹都市
提携30周年記念事業

7,300 市長団訪問，ミュンヘン市長団受入等 国 際 部

◎ 「ミュンヘンのクリスマス市
in Sapporo」開催費負担

8,000 ミュンヘンでの年中行事であるクリスマス市を大通公園の
会場で実施　14年11月下旬～12月中旬

〃

北方都市市長会関連事業 7,600 北方都市市長会幹事会等
　14年７月開催

〃

◎ 北方都市市長会活性化事
業

2,500 東京で開催される「国際ミーティングエキスポ」で，北方都
市市長会会員都市の観光ＰＲ等を試行的に実施

〃

◎ 「日中韓国民交流年」記念
事業費負担

3,500 記念フォーラム，YOSAKOIソーラン交流事業，アマチュア
囲碁大会

〃

○ 首都圏シティＰＲ活動 16,500 観光客集客イベント，ワールドカップ関連首都圏PRイベン
ト，サッポロバレーＩＴ企業ビジネス拡大支援等

東 京 事 務 所

◎ もっと北海道フェア実行委
員会負担

15,000 道内市町村の特産品の販売，観光ＰＲ等
   １４年９月開催　札幌ドーム

企 画 部

◎ 創成川以東地域開発検討
調査

12,000 大通東伸と一体的な居住環境整備手法等の検討調査 〃

高等専門学校大学化調査 24,800 大学化に関する基礎調査，市民論議等 〃

○ 雪の冷熱エネルギー利用
基礎調査

18,000 雪対策施設等を活用した「雪の冷熱エネルギー利用」の
手法の調査研究及び都心北融雪槽を利用した実証実験

〃

款・事業名

各 会 計 別 主 要 事 業 の 概 要



予算額 事業内容 担当部款・事業名

◎ エネルギー有効利用基礎
調査

6,000 下水排熱等の未利用エネルギーの活用手法や，燃料電
池，マイクロガスタービン等を用いた分散型エネルギーシ
ステムの導入に関する調査研究

企 画 部

北海道国際航空（株）事業
費貸付

500,000 搭乗率向上など経営安定化に係る事業資金の貸付（継
続分）

〃

基幹情報ネットワーク整備 502,000 主要行政施設を光ファイバー網で結ぶ情報通信基盤の
整備等

情報化推進部

◎ 総合行政情報システム概
要設計

111,000 電子自治体の実現に向けた総合行政情報システムの概
要設計（財務会計，人事管理，文書・決裁，電子申請，電
子調達等）

〃

市民情報センター関連事
業

202,000 地域情報提供システム開発，情報プラザ来館者システム
開発等

〃

◎ 情報システム監査 30,800 汎用コンピュータ及び各情報システムについて第三者に
よる監査を実施（管理体制評価，効率性評価等）

〃

◎ 様式電子化推進事業 20,000 各種申請書のダウンロードサービス提供
   申請様式　約２００種類

〃

◎ ＩＴ市民サービス推進事業 81,000 市民の問い合わせに対応するコールセンターを開設
   運用開始　　１４年１０月
   対応時間　　７：００～２３：００

〃

◎ 入札告示情報提供事業 1,700 契約公報のＷＥＢ公開（年２４回） 〃

○ フットナビ！構築事業 24,000 観光・コンベンション，交通情報をデジタル地図上で提供
するシステムの構築

〃

市民情報センター建設 128,000 札幌の情報を集約し，わかりやすく編集して市民に提供
する情報拠点施設（継続費１２～１４）

〃

ＩＴ市民講習事業 87,200 市民講習会の開催 〃

固定資産税地理情報シス
テム整備

428,000 固定資産税評価事務の効率化・省力化を図るため，地番
図，画地図及び路線価図関連のシステムを構築

税 政 部

工事設計積算システム開
発

8,000 新土木工事積算大系導入に向けた準備 管 財 部

工事契約システム改修 20,000 選考素案支援システムの改修 〃

市民集会施設建築費補助 52,000 新築・全面改築６か所　　改築等４か所 地 域 振 興 部

市民集会施設用地購入資
金貸付

38,686 法人格を有する町内会に対する市民集会施設用地購入
資金の融資　　新規５件，継続３件

〃

違法駐車等防止対策 12,000 違法駐車等防止のための助言，啓発活動等 〃

さわやかノーカーデー推
進事業

5,500 市営交通環境割引一日乗車券（エコキップ）作成等 〃

◎ 違法駐車等防止調査事業 21,400 札幌駅南口～大通の範囲内において違法駐車の状況等
を調査

〃

連絡所・地区会館改修 52,000 豊平連絡所・地区会館設備改修等 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

区役所庁舎等整備計画策
定事業

13,000 旧７区役所等の中長期的整備計画策定に係る調査等 地 域 振 興 部

区のふれあい街づくり事
業

300,000 中央区　　まちの環境美化運動支援事業等
北　 区　　まちづくり活動支援事業等
東　 区　　東区まちづくり市民会議等
白石区　　自然とのふれあい事業等
厚別区　　近隣市町村交流事業等
豊平区　　環境美化サポート事業等
清田区　　子育て環境づくり推進事業等
南　 区　　文化マップ作成事業等
西　 区　　まちの美化活動実践事業等
手稲区　　環境と交通のパートナー宣言事業等

〃

戸籍総合システム整備 527,000 戸籍事務電算化のためのシステム整備
   14年度移行　　北区，白石区，西区

〃

住基ネットワークシステム
整備

415,000 住民基本台帳の全国ネットワーク化のための既存システ
ムの改修等

〃

地区センター建設 694,000 仮称）中央区地区センター（506,000)
   継続費13～14年度　　総事業費 889,000
   ２階建　　延1,220㎡
   中央区南９条西18丁目
仮称）太平地区センター(188,000)
   継続費14～15年度　　総事業費 744,000
   ２階建　　延1,220㎡
   北区太平12条２丁目

〃

㈱北海道フットボールクラ
ブ事業費貸付

500,000 「コンサドーレ札幌」の運営会社に対する事業費の貸付 〃

㈱北海道フットボールクラ
ブ事業費補助

107,000 「コンサドーレ札幌」の運営会社に対する事業費の補助 〃

札幌ドーム整備 278,000 利用者の利便性向上及び施設の管理運営上必要な改修 〃

○ 芸術文化振興 11,456 文化活動練習会場開放事業
   新規開放校　２校

生 活 文 化 部

ＰＭＦ2002事業費補助等 255,550 若手音楽家を育成する国際教育音楽祭への補助
   14年７月６日～27日

〃

札幌・ミュンヘン姉妹都市
提携30周年記念事業

1,700 芸術文化団体等の派遣 〃

北海道舞台塾事業費負担 5,000 舞台芸術に関する講演やセミナー等を市内で実施 〃

◎ 札幌芸術の森振興策策定
事業

1,000 芸術の森振興策の策定に向けた市民アンケート調査，懇
話会の実施

〃

◎ ミュージアムサロン活動支
援事業

1,000 研修講師派遣，資料収集の共同実施等のミュージアムサ
ロン活動に対する支援

〃

博物館建設構想推進事業 16,000 資料収集，市民参加事業の実施等 〃

教育文化会館整備 2,424,000 建物老朽化等に伴う給排水設備等の全面改修，舞台設
備改修等

〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

札幌芸術の森野外ステー
ジ整備

20,000 野外ステージ本設化に向けた実施設計 生 活 文 化 部

◎ 札幌コンサートホールコン
サート事業費補助

21,400 開館５周年を記念したフェスティバルの開催，自主事業の
実施

〃

◎ 埋蔵文化財管理システム
構築事業

10,000 埋蔵文化財に関する情報を一元化するための地理情報
システムの構築

〃

◎ 仮称）ＰＭＦ財団出えん 100,000 ＰＭＦ組織委員会の財団法人化に対する基本財産の出
えん

〃

ウタリ交流施設建設 749,000 継続費12～14年度　　総事業費  1,486,000
   ２階建　　延 2,567㎡
　 南区小金湯

〃

市民活動サポート推進事
業

22,200 市民活動の促進に向けた啓発事業等の実施 〃

札幌駅北口８・３地区複合
施設整備

5,661,670 第一種市街地再開発事業により建設される建物に（仮称）
男女共同参画センターをはじめとする４施設を整備するた
めの保留床の取得等

〃

3 保健福祉費

○ 福祉のまち推進センター
補助

79,500 地区福祉のまち推進センター　85地区→87地区
施設借上　新規3か所。初度設備整備　5か所

保 ） 総 務 部

いきいき福祉・介護フェア
負担

5,000 福祉機器の展示など介護・福祉情報の提供。14年5月開
催

〃

◎ 地域福祉社会計画策定 8,400 少子高齢社会に柔軟に対応しうる地域福祉社会の実現を
目指した新たな計画の策定

〃

更生保護施設改築費補助 35,000 東区　定員　32人 〃

保健福祉総合情報システ
ム整備

417,000 介護保険など福祉サービスに関する総合情報システム整
備

〃

○ 介護福祉総合相談啓発事
業

16,000 介護保険制度など福祉サービスに関する市民からの問い
合わせ，苦情処理，説明会の開催等

〃

○ 全身性重度障害者介護人
派遣事業

104,940 全身性重度障害者への介護人派遣に対する助成
   助成時間上限　  月90時間→月120時間

保 健 福 祉 部

障害者（児）ホームヘルプ
サービス事業

990,865 日常生活に支障のある障害者の家庭に対してホームヘル
パーを派遣

〃

DPI札幌大会運営費等補
助

60,000 14年10月開催 〃

◎ 盲ろう者通訳・ガイドヘル
パー養成派遣事業

6,147 視覚・聴覚の重複障害者のコミュニケーションや移動の支
援を行う通訳・ガイドヘルパーの養成派遣

〃

身体障害者デイサービス
センター新築費補助

115,984 厚別区　定員　15人/日 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

福祉のまちづくり環境整備 892,000 地下鉄駅エレベーター整備　3か所（すすきの，麻生，東
札幌駅）
地下鉄駅エレベーター設計　1か所（平岸駅）
地下鉄駅身障者用トイレ整備　4か所（麻生，東札幌，白
石，琴似駅）

保 健 福 祉 部

福祉のまちづくり推進 75,036 福祉のまちづくり条例の具体的な推進を図るための推進
会議の開催，車いすガイドブックの作成，民間施設の改
善のための無利子融資等

〃

知的障害者生活寮運営費
補助

16,244 7か所 〃

知的障害者更生施設新築
費補助等

389,923 北 　区　定員　50人　（入所）
　 知的障害者デイサービスセンター併設
東   区　定員　40人　（通所）

〃

知的障害者更生施設改築
費補助

880,707 厚別区　定員　145人（15人増）　（入所） 〃

知的障害者授産施設新築
費補助等

265,788 手稲区　定員　30人　（通所） 〃

自閉症者専門施設調査 10,000 自閉症者専門施設に係る調査 〃

心身障害者交通費助成 1,185,258 身体障害者等に対し，バス，地下鉄等の乗車券又はタク
シーの基本料金を助成

〃

心身障害者小規模授産施
設運営費補助

765,682 83か所（うち新設8か所） 〃

◎ 障害者福祉計画策定 6,300 障害者福祉計画，精神障害者保健福祉計画の統合 〃

精神障害者共同住居運営
費補助

50,693 22か所（うち新設2か所） 〃

精神障害者小規模共同作
業所運営費補助

379,885 40か所（うち新設7か所） 〃

◎ 精神障害者ホームヘルプ
サービス事業

20,270 精神障害者に対するホームヘルプサービスの提供 〃

○ 精神障害者交通費助成 242,121 精神障害者保健福祉手帳交付者への交通費の助成
   1･2級　ウィズユーカード　年40,000円
　　　　　　　　→福祉乗車証，タクシー券の選択制
      3級　ウィズユーカード　年20,000円→年33,000円

〃

精神障害者授産施設新築
費補助等

330,753 東  区　定員　30人
   地域生活支援センター併設

〃

精神保健福祉センター及
び精神障害者地域生活支
援センター建設

398,300 精神保健福祉行政の拠点となる総合センター及び地域で
生活する精神障害者のための社会復帰施設の建設
夜間急病センター，保健所との複合施設。2,048㎡

〃

重症心身障害児（者）通園
事業

80,378 重症心身障害児（者）に対し，日常生活動作訓練・指導等
に必要な療育を通園の方法で実施
   3か所

〃

敬老優待乗車証交付事業 3,345,001 70歳以上の市民を対象に市内各公共交通機関を無料で
利用できる敬老パスを交付

〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

生活支援型ホームヘルプ
サービス事業

32,638 日常生活に支障のある高齢者の家庭に対してホームヘル
パーを派遣 （自立者のみ）

保 健 福 祉 部

○ 在宅介護支援センター運
営事業

738,412 地域での介護予防事業等を行う
   基幹型　   7か所　→　10か所
　 地域型　 64か所

〃

生活支援型デイサービス
事業

7,462 在宅の虚弱な高齢者に対して通所により入浴・食事等の
サービスを確保　（自立者等）

〃

生活支援型ショートステイ
事業

714 在宅の虚弱な高齢者を一時的に養護老人ホーム等で介
護（自立者のみ）

〃

◎ 高齢者保健福祉計画策定 7,000 サービス量，施設整備水準を定めた計画の策定 〃

高額介護サービス費貸付 33,000 介護保険の高額介護サービス費が支給されるまでの間の
資金貸付

〃

介護サービス利用対策 101,072 介護保険サービスのうち従前のホームヘルプサービス利
用者の利用者負担の一部助成及び社会福祉法人による
利用者負担減額に対する一部助成等

〃

福祉除雪事業 122,336 自力で除雪を行うことが困難な高齢者・障害者世帯に対
する間口除雪　（対象世帯6,000世帯）

〃

特別養護老人ホーム新築
費補助

169,823 豊平区　定員　60人
   デイサービスセンター併設

〃

特別養護老人ホーム改築
費補助

161,168 中央区　定員　150人
　 （84人分改築，ショートステイ4床増）

〃

軽費老人ホーム新築費補
助

1,181,102 東   区　定員　70人
白石区　定員　50人
白石区　定員　70人

〃

児童福祉施設改築費補助 285,924 児童養護施設の移転改築　北区　定員　100人 児 童 家 庭 部

少子化対策普及啓発事業 2,000 少子化対策の普及のための講演会の開催，親子のふれ
あいの場の提供

〃

子育て支援施設建設 41,533 子育て家庭の交流の場，相談・情報提供を行う常設施設
の建設
　 都心部統合小学校，保育所との複合施設。400㎡

〃

○ 乳幼児健康支援デイサー
ビス事業

27,130 病気回復期にあり，集団保育を受けられない児童の一時
預かり
   ２か所→３か所

〃

○ 延長保育事業 788,438 実施園　106か所→113か所 〃

○ 一時保育事業 76,464 実施園　28か所→34か所 〃

◎ 休日保育事業 2,000 日曜日，祝日における保育。公立保育所１か所 〃

私立保育所新築費補助等 390,375 ２か所 (厚別区，西区)　定員各90人 〃

◎ 認可保育所移行促進事業 25,000 認可保育所に移行する認可外保育施設等の保育環境の
改善に要する費用の助成。定員増300人

〃

公立保育所建設 106,800 夜間保育，休日保育等の特別保育を含めた多機能保育
所の建設
   定員120人。都心部統合小学校，子育て支援施設との
複合施設。1,000㎡

〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

シンガポール少年交流事
業

1,700 受入　15人 児 童 家 庭 部

ノボシビルスク少年交流事
業

2,500 派遣　13人 〃

○ 児童育成会運営委員会補
助

169,655 学校週5日制に伴う土曜日加算の充実。障害児加算，家
賃助成の充実。民間施設方式　54か所

〃

ミニ児童会館施設設備整
備

26,000 児童が安全で健全に放課後を過ごせる場の確保。余裕
教室の活用。3か所（14か所→17か所）

〃

○ 児童虐待防止対策事業 10,610 休日・夜間の児童虐待通報に対する体制整備。精神科医
師による虐待する親へのケア

児 童 福 祉 総
合 セ ン タ ー

高等看護学院大学化調査 7,000 看護教育のあり方等の調査 保 健 衛 生 部

夜間急病センター建設 903,000 初期救急医療体制の充実を図るための夜間急病セン
ターの建設
保健所，精神保健福祉センター，精神障害者地域生活
支援センターとの複合施設
　 継続費14～15年度
　 総事業費4,361,200（複合施設全体）
　 地下１階地上５階建　延8,184㎡のうち4,062㎡
　 中央区大通西19丁目

〃

保健所建設 403,000 保健衛生に関する拠点施設としての機能強化を図るため
の保健所の建設
保健所，精神保健福祉センター，精神障害者地域生活
支援センターとの複合施設。2，074㎡

〃

◎ 思春期ヘルスケア事業 5,000 中学生を対象とした妊産婦・乳幼児とのふれあい体験，育
児模擬体験，性に関する健康教育等

〃

○ すこやか健診 1,551,640 節目検診として40歳～70歳で5歳ごとにB型・C型肝炎ウイ
ルス検査を新たに実施

〃

◎ 高齢者運動プログラム推
進事業

6,200 高齢者の転倒骨折や要介護を予防するための個別プロ
グラムによる筋力トレーニング

〃

健康づくり基本計画策定 11,000 乳幼児から高齢者に至る総合的な健康づくりに関する計
画の策定

〃

◎ ヘルシーコミュニティ促進
事業

10,000 地域住民の自主的な健康づくりに対する支援 〃

難病患者支援対策事業 56,390 ホームヘルプサービス，日常生活用具給付等 〃

○ 北海道難病連札幌支部補
助

4,000 相談活動事業等に対する補助 〃

ダイオキシン摂取量調査 4,000 食品からのダイオキシン類1日摂取量調査 生 活 衛 生 部

第2斎場建設事業 817,000 建設及び進入路用地取得，PFI手法による実施方針の公
表及び特定事業の選定等

〃

4 環境費

◎ 環境プラザ整備事業 161,000 施設開設に向けた情報システム整備，展示制作等 環 境 計 画 部

改正公害防止条例啓発事
業

1,000 改正公害防止条例の周知・啓発 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

太陽光発電普及促進事業 18,000 環境教育への活用等を目的として学校施設へ太陽光発
電設備を設置

環 境 計 画 部

ＩＳＯ１４００１普及促進事業 7,000 環境マネジメントシステムの運用管理 〃

総合的環境教育・学習推
進事業

5,500 環境教育リーダー育成研修会の開催，エコスクール事
業，学校ビオトープづくり事業

〃

◎ 環境基本計画改定調査 3,000 環境基本計画の見直しに向け計画の進行状況を調査し，
新たな目標設定や施策等を検討

〃

◎ 発寒第二清掃工場跡施設
利用調査

8,000 清掃工場廃止後の跡利用検討に活用するための建物劣
化調査及び耐震診断等

〃

札幌・ミュンヘン姉妹都市
提携30周年記念環境交流
事業

3,500 国際環境シンポジウムの開催，環境視察団の派遣等 〃

◎ エコライフＷＥＥＫ事業 11,000 簡易週間環境家計簿の記入を通して環境意識を醸成し，
省エネ型ライフスタイルを普及推進

〃

環境基本計画推進 5,000 環境基本計画の進行状況を総合的に評価する環境指標
を活用した，同計画の進行管理・評価システムの確立

〃

温暖化対策推進事業 2,000 温暖化対策推進計画に基づき一般家庭で二酸化炭素排
出量の削減を促進

〃

◎ さっぽろごみフォーラム運
営

11,000 循環型社会形成のための清掃事業のあり方や市民・事業
者・行政の役割分担等についてのフォーラム開催，世論
調査等

〃

◎ 化学物質適正管理推進事
業

4,000 環境汚染指標の作成による市民への情報提供等 〃

水環境計画策定事業 7,000 環境基本計画における水環境像と施策の方向性を具現
化するための実行計画の策定

〃

低公害車導入事業 17,380 公用車等に低公害車を導入（改造経費等）
　 13台

〃

道路交通騒音評価システ
ム事業

14,000 道路騒音の面的評価に必要な，地理情報システムを利用
したシステムの構築

〃

◎ 自動車公害防止アクション
プラン策定

6,000 低公害車普及計画を改定し，行政目標及び市民・事業者
の具体的な行動マニュアルを策定

〃

○ 環境監視体制整備事業 6,000 測定局の新設（南区）に伴う機器整備等 〃

低公害車等購入資金貸付 256,944 低公害車及び指定低公害車を対象とした事業者向け融
資あっせん。新規70台

〃

◎ カラス対策調査事業 1,200 カラスよけ折り畳み器具の購入及びモニター調査 〃

リサイクル推進基金造成 100,000 ごみ減量，リサイクルの普及啓発の促進等を図るための
基金の造成

〃

◎ 資源回収実施団体奨励 152,727 資源回収団体に対する奨励金とともに，新たに資源回収
業者に対して奨励金を交付

〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

新ごみ減量化・資源化行
動指針推進

6,000 「さっぽろダイエットメニュー」の地域への普及啓発 環 境 計 画 部

リサイクル事業推進 5,000 ごみ減量・リサイクル活動等を行う市民グループ・団体等
に対する支援，生ごみ減量化・資源化推進

〃

厚別清掃工場解体 529,000 白石清掃工場稼動に伴い厚別清掃工場を廃止すること
による解体工事

〃

白石清掃事務所移転改築 1,091,000 老朽化した現白石清掃事務所を，白石清掃工場敷地内
に移転改築

〃

◎ 厚別ＲＤＦ貯蔵庫建設 409,000 厚別地区熱供給事業の代替熱源として供給する固形燃
料（ＲＤＦ）の貯蔵庫建設

〃

白石清掃工場建設 400,000 継続費９～14年度　　総事業費  57,000,000
   白石区東米里　　処理能力 900t/日

〃

清掃工場排ガス高度処理
施設整備

1,199,000 ダイオキシン対策のための設備改修
排ガス冷却設備，ろ過式集じん設備設置等
   駒岡清掃工場　　731,000
      継続費12～14年度　　総事業費  2,696,000
   篠路清掃工場　　468,000
　　 継続費13～14年度　　総事業費　1,229,000

〃

5 労働費

離職者総合相談事業 1,600 企業の倒産等による多数の離職者発生時に総合的な相
談会を開催

生 活 文 化 部

◎ 就業支援基礎調査 7,000 雇用のミスマッチ解消及び高齢者の就業支援に関する基
礎調査，関係機関との協議

〃

勤労者融資資金貸付 900,000 生活資金等融資のための原資の一部を北海道労働金庫
に貸付

〃

6 経済費

○ 環境関連産業振興 10,000 企業に対して安価で良質な環境コンサルティングを提供
するエコプロフィット制度確立のためのモデル事業

産 業 振 興 部

◎ 中国経済交流促進事業 6,500 中国における海外情報拠点体制のあり方を調査・検討 〃

◎ 韓国経済交流促進事業 4,000 韓国で札幌の物産と観光展を開催 〃

◎ ＴＭＯ事業室運営支援事
業

7,500 札幌商工会議所に設置されるＴＭＯ事業室の運営費補
助

〃

◎ ＴＭＯ構想助成事業 62,000 ＴＭＯ構想に盛り込まれ，ＴＭＯ計画等に基づいて実施さ
れる事業に対する助成

〃

◎ 広告掲出支援事業 4,297 東京モノレールの車内広告のスペースを確保し，市内中
小企業のポスターを掲出

〃

○ 商店街等チャレンジプロ
ジェクト事業

3,000 商店街等の空き店舗を活用して，商店街等が自ら又は他
の事業者と連携して行う事業の支援

〃

○ 先端産業立地促進資金貸
付金等

2,201,009 コールセンター人材育成補助の対象を常用雇用者に拡
大

〃

技術力向上促進事業 8,500 技術者派遣，技術指導者受入，ＩＳＯ認証取得支援 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

コールセンター誘致事業 26,500 コールセンター誘致のための企業向けＰＲと人材育成事
業

産 業 振 興 部

産業情報ビジネス支援事
業

13,400 情報関連産業と他の産業分野の連携の仲介・調整と，中
小企業における情報技術活用促進やビジネス交流の場
作り

〃

○ 物流効率化推進調査 20,000 共同集荷システムの構築に向けた実証実験 〃

○ デジタルコンテンツ産業振
興事業

151,700 デジタルコンテンツ関係の事業者の起業支援施設の運営
と支援事業の実施

〃

○ 産学官共同研究チャレン
ジ支援事業

43,000 産学官連携による事業化・製品化への研究開発支援と販
路拡大支援

〃

○ 技能振興支援事業 10,641 ものづくり技術・技能者の育成のためのマイスター制度導
入に向けた札幌技能フェスティバルの開催と事業内職業
訓練団体補助

〃

ＩＴマスター奨励事業 5,000 高い技術力を保有する技術者の認定，顕彰，活用 〃

○ Ｍａｄｅ　Ｉｎ　札幌グランプリ
事業

3,000 地元中小企業が開発した優れた新製品・新技術の表彰
及び販路拡大支援

〃

○ ｅシルクロード構想推進 18,000 ｅシルクロード構想推進のため，深せんでのコンベンション
参加，札幌でのセミナー開催

〃

◎ デザイン産業振興 15,000 札幌の特性を踏まえたデザイン産業の支援拠点の整備と
モデル事業の実施

〃

◎ ＩＴ系新事業発掘事業 5,000 ＩＴ関連新事業を発掘し，評価コンサルティングを実施 〃

◎ フロンティア技術開発振興
資金貸付

200,000 中小企業等に対する研究開発型補助金受領までの短期
融資

〃

デジタル創造プラザ設備
改修事業

30,000 配管設備改修 〃

◎ バイオアカデミアクラス
ター創造事業

10,000 「複合糖質科学」研究を核として，既存ＩＴ産業との連携活
用も図りながら，新しいバイオ関連クラスターを創り上げる
事業への支援

〃

技能訓練会館解体 122,000 移転改築に伴う解体 〃

○ 中小企業創造的事業支援
事業

5,000 中小企業及びその団体が行う新規性・先進性・独創性を
有する事業に対する支援

〃

中小企業支援事業 51,250 中小企業等に対する窓口相談，専門家派遣，調査分析
等の支援

〃

○ 人材育成・情報提供事業 16,337 中小企業等に対する人材育成・情報提供等の支援 〃

○ 中小企業金融対策貸付 78,434,000 創業・独立開業支援資金の対象者拡大，新分野進出支
援資金貸付金の新設

〃

国際観光促進事業 12,800 日韓交流事業，中国観光セミナー・マスコミ関係者招へ
い・国際旅遊交易会出展事業

観光コンベン
シ ョ ン 部

観光アカデミー事業 1,800 市民向け外国人客接遇講座の開催 〃

観光案内情報提供事業 6,500 外国語パンフレット作成，観光案内板再整備 〃

○ 観光電子情報高度化実験
事業

12,000 観光ホームページのリニューアルと観光情報のポータル
サイトシステムの構築

〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

◎ 外国人観光客対応コール
センター事業

3,000 ワールドカップサッカー大会開催前後に英語対応のコー
ルセンターを開設

観光コンベン
シ ョ ン 部

◎ 札幌駅南口観光案内所整
備事業

49,700 札幌駅南口再開発事業にあわせて，駅観光案内所を整
備

〃

イベント関係整備事業 15,400 イベント広報・宣伝，大通公園補修，イベントポール強化
整備等

〃

雪まつり雪像製作 23,800 雪まつりで雪像を製作するための経費 〃

定山渓地域振興整備事業 20,000 温泉地として魅力を高め，街に賑わいを取り戻すために
足湯を設置（１基）

〃

定山渓観光客誘致促進事
業

2,500 首都圏でのＰＲ等 〃

集客交流フォローアップ事
業

2,000 集客交流促進の強化 〃

集客交流キャンペーン事
業

7,000 「ようこそきらめく四季の札幌へ」の歓迎看板，ポストカード
の制作等

〃

○ フィルムコミッション事業 10,000 札幌フィルムコミッション設立に向けた本格的な準備業務
   15年４月設立予定

〃

コンベンション誘致・支援
事業

7,000 コンベンション戦略会議設置，トップセールスによる誘致
等

〃

コンベンション誘致促進補
助

3,000 札幌へのコンベンション誘致を促すための開催費補助制
度の創設

〃

コンベンション開催資金貸
付

21,000 主催者に対して開催資金の一部貸付 〃

コンベンションセンター建
設

11,780,000 継続費１２～１５年度    総事業費　15,028,000
   １５年６月オープン予定

〃

コンベンションセンター開
設準備

253,656 １５年度の供用開始を目指して，積極的な誘致活動と開
設準備

〃

ＳＡＰＰＯＲＯコンベンショ
ン市場開催費補助

3,000 市民参加を促すイベントとタイアップしながら，フォーラム
やパネルディスカッション等を実施

〃

コンベンションビューロー
運営費補助

82,377 コンベンション誘致活動の展開と主催者支援 〃

第９回札幌国際見本市開
催負担金等

13,000 15年７月開催予定 〃

都市型農業担い手確保対
策事業

7,000 市民参加を視野に入れた新たな担い手の育成等 農 務 部

◎ 食産業ブランド化事業 4,000 農業と食品産業との連携促進，農産加工品普及拡大 〃

「顔のみえる農業」推進事
業

4,300 「地産地消」を理念とした「さっぽろとれたてっこ」の普及拡
大

〃

サッポロさとらんど整備 351,300 体験農園造成工事等 〃

サッポロさとらんど多目的
交流施設建設

115,000 継続費１４～１５年度　総事業費　811,000 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

7 土木費

創世１．１．１区計画推進 22,600 大通西１街区施設計画・事業手法検討調査等 企 画 部

都市計画策定 31,800 都市計画区域の整備，開発及び保全の方針の検討，市
街化区域及び市街化調整区域の見直し等

計 画 部

都市計画情報関連事業 55,500 共有基図の更新等 〃

総合交通計画策定事業 15,000 長期総合計画，総合交通対策調査審議会の答申を受
け，今後の交通政策の都市交通の将来像などを市民に
わかりやすく示す「札幌市総合交通計画」の策定

総 合 交 通
対 策 部

交通バリアフリー基本構想
策定

8,800 策定協議会運営等 〃

◎ ＪＲ琴似駅バリアフリー施設
整備費補助

50,000 エレベーター，エスカレーター，多機能トイレ 〃

○ 低床バス導入費補助 25,500 スロープ付きワンステップバス　　３０台 〃

◎ 地下鉄休日割引実験事業 9,700 地下鉄の休日割引１日乗車券を発売し，その効果等を検
証
   １枚　５００円
   ９月（２日間）

〃

バス走行環境改善事業 9,000 バスレーンや交差点改良など改善プランの検討 〃

幹線道路網計画推進 11,000 環状通，豊平川通等 〃

◎ 北廻り環状道路環境アセ
スメント事業

8,500 環境アセスメント方法書の作成
   東１５丁目・屯田通～創成川通

〃

◎ 交通需要マネジメント事業 2,000 交通手段選択について考える機会となる「交通日記」の実
験

〃

都心交通対策推進 24,500 都心交通ビジョンについての市民意見の反映・合意形成
に向けた取組や調査・検討
　　市民・関係者との検討会等の開催，交通解析等

〃

交通実験プロジェクト推進
事業

17,500 都心交通フォーラム開催等 〃

都心駐車場基本計画策定 10,000 基本的な考え方，現行制度の見直し，誘導策等 〃

札幌駅前通地下歩行空間
整備推進事業

21,500 都市計画決定に向けた基本設計，関係機関協議等 〃

路面電車活用方策検討調
査

8,000 路面電車活用方策調査，市民議論の推進，１００円電車
社会実験等

〃

◎ 都心観光バス駐車対策費
補助

4,000 路上駐車解消に向けた実験 〃

公園整備 6,265,000 公園造成
　 街区公園　　　11か所　　　　近隣公園　　　４か所
　 地区公園　　 　２か所         総合公園　　   5か所
   都市緑地　　 　６か所
公園用地取得　 21か所

緑 化 推 進 部

個性あふれる公園整備 1,160,000 地域の特性に合わせた魅力ある個性的な公園として再生
   22か所

〃

緑のリサイクル事業 14,000 街路樹等の剪定枝の有効活用 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

福祉のまちづくり公園整備 400,000 身障者対応トイレの設置，園路段差解消等 緑 化 推 進 部

旭山記念公園再整備 50,000 基本設計 〃

丘珠空港緩衝緑地用地取
得

2,185,000 丘珠空港と調和したまちづくりを推進するため空港周辺に
緩衝緑地を整備

〃

植樹推進事業 129,112 街路樹植栽，シンボル樹木保護等 〃

緑地保全地区取得 210,000 三里塚地区ほか２地区 〃

都市環境緑地取得整備 222,000 良好な都市環境の形成を図るための都市環境緑地の取
得整備

〃

風致地区保全計画策定 2,000 風致保全方針に基づく具体的な保全手法，運用の指針
を定めた風致保全計画を策定

〃

モエレ沼公園ガラスのピラ
ミッド建設

1,860,000 継続費12～14年度　　総事業費  3,656,000
　 ４階建　　延 5,328㎡　　15年開設
　 公園利用者のサービス施設，管理運営施設として，アト
   リウムを中心とする多目的施設を整備

〃

◎ 円山動物園教育普及事業 6,000 学校教育と連携した環境教育・普及事業のための貸出用
教材の作成等

円 山 動 物 園

ロードヒーティング設置費
補助

153,000 補助率 1/3以内　補助限度額 ６千円/㎡ 管 理 部

国有道路敷地譲与関連事
業

10,000 国から無償譲与される国有財産の特定業務 〃

総合道路管理システム開
発

105,000 道路情報と地図情報の連携による効率的な情報活用を
図るためのシステム開発

〃

私設街路灯助成 179,000 設置費及び維持管理経費に対する助成 〃

橋りょう補修 137,200 橋りょう塗装・補修及び耐震補修 〃

歩道リフレッシュ事業 48,000 高齢者，障害者などすべての人に配慮した歩行者空間の
整備

〃

道路防災対策事業 21,000 道路防災総点検による対策箇所の防災工事 〃

雪対策 16,561,038 道路除雪（11,364,000） 〃

　 パートナーシップ排雪（769,509）　1,180km

 　凍結路面対策（742,548）

　　  凍結防止剤散布　3,000ｔ

　  　砂箱設置　60か所

融雪施設設置資金貸付等（2,229,318）

　　  融資利率　　無利子（現行金利水準の場合）

　  　新規融資枠　　1,980百万円

　　  融資対象　　個人，法人

　　  融資限度額　300万円

ロードヒーティング整備（改修）（298,000）

   ９か所

流雪溝整備（300,200）

   継続　琴似流雪溝，北郷流雪溝

融雪槽整備（170,000）

　 八軒下水道管投雪施設，新川融雪槽，

　 創成川融雪管第２投雪溝，地域密着型融雪槽

雪堆積場整備（180,320）

　　　　　　　　　　 澄川雪堆積場（実施設計等）

　 発寒雪堆積場（実施設計等）

その他　除雪機械整備（255,000）など



予算額 事業内容 担当部款・事業名

道路新設改良事業 21,777,000 舗装・改良 土 木 部

　 Ａ級舗装　大通南１条中通線等  18路線

   舗装改良　北３条線等  11路線

　 生活道路　北郷１条中通線等  127路線

　 道路改良　道道札幌北広島環状線等  34路線

　 電線類地中化　市道真駒内篠路線等  2路線

　 情報ボックス　厚別土木ルート等  8ﾙｰﾄ

　 交差点改良　篠路アンダーパス等  2路線

交通安全施設

　 歩道整備　道道西野真駒内清田線等  24路線

　 歩道改良　北８条線等  23路線

　 駐輪場　　北郷１３丁目線等  2か所

　 交差点改良　道道西野真駒内清田線等  2路線

　 橋りょう歩道　柏山跨線人道橋等  2橋

橋りょう

　 新設　上野幌サイクリング橋等  2橋

　 架換　共栄橋等  6橋

直轄事業負担金

　 国道２次改築等にかかる負担（国道230号等）

街路事業 24,642,900 改良　環状通（中央区側）等  48路線 〃

　 電線類地中化　琴似・栄町通等  2路線

　 情報ボックス　豊平土木ルート等  3ﾙｰﾄ

立体交差　北郷通等  3路線

橋りょう

　 新設　平和大橋等  6橋

　 架換　雁来４号橋等  4橋

河川事業 6,220,300 篠路拓北川等  53河川 〃

◎ ㈱札幌エネルギー供給公
社事業費補助

17,850 札幌駅北口地区熱供給プラントの増設に対する補助 市街地整備部

㈱北海道熱供給公社事業
費補助

707,274 札幌駅南口地区熱供給施設の建設に対する補助 〃

厚別地区代替熱源導入事
業費補助

1,245,000 厚別清掃工場の余熱に替わる熱源導入のためのプラント
建設に対する補助

〃

◎ 札幌駅南口２次整備事業 189,000 札幌駅南口地区における民間開発に合わせた駅南口広
場整備，周辺交通対策等

〃

住環境整備推進計画策定 12,000 菊水上町地区まちづくり計画策定調査 〃

札幌駅南口1・5街区土地
利用調査

8,800 都心にふさわしい機能の導入調査 〃

東さっぽろ地区機能誘導
計画策定

9,000 商業・業務ゾーンへの機能の誘導等 〃

厚別副都心地区街づくり
事業

9,000 まちづくり事業計画策定調査 〃

民間再開発促進 2,418,560 琴似3・1地区，ＪＲ琴似駅北口地区，北8西3西地区，北8
西3東地区，豊平6・6北地区，東札幌1条地区，手稲本町
1・4地区，南郷16南地区，豊平橋南第2-Ⅱ-A地区，手稲
駅周辺地区人にやさしいまちづくり整備

〃

地域計画策定 16,700 住民自らが実施するまちづくり活動に対する支援等 〃

地域住宅計画推進事業 2,700 「都市居住」に関するシンポジウムの開催等 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

◎ 札幌市住宅基本計画策定
事業

9,000 新住宅基本計画の策定 市街地整備部

北海道住宅供給公社事業
費貸付

3,000,000 住宅建設促進資金及び事業運営資金の貸付 〃

特定優良賃貸住宅供給事
業

331,000 家賃補助  867戸 〃

借上市営住宅整備事業 124,000 民間事業者等が建設する住宅を市営住宅として借上げ
建設費補助  150戸（うち新規100戸）

〃

◎ 高齢者向け優良賃貸住宅
供給事業

31,000 民間活力を利用した良質な高齢者向け住宅の供給
建設費補助  50戸（新規）

〃

◎ 幌北団地建替基本計画等
策定

14,000 幌北団地建替事業に向けた基本計画の策定 〃

融資住宅建設資金貸付 623,203 新規分  150戸
   融資利率  無利子（現行金利水準の場合）
   融資対象  市内に住所を有する高齢者・障害者又は
                 その親族
   融資限度額  最高 400万円
   償還期間  最長 20年間
継続分  1,098戸

〃

市営住宅建設 7,514,000 新規 220戸  山口，下野幌
継続 737戸  篠路北，真駒内本町，屯田季実の里，
                  下野幌

〃

保全計画策定 44,000 中規模以上の公共建築物12か所の劣化度調査及び保全
計画策定等

建 築 部

耐震診断 12,500 新耐震構造基準以前に建築された防災拠点施設等2か
所の耐震診断

〃

8 消防費

◎ 藤野出張所建設 400,000 ２階建　延563㎡　南区藤野２条３丁目 消 ) 総 務 部

予防システム更新設計 17,000 現在使用している予防システムの全面更新に伴う基本・
実施設計

〃

火災活動器具整備 16,000 消防活動に必要な活動資機材の充実 〃

　長時間対応型空気ボンベ等整備

消防車両購入 304,000 更新　５台　増強  １台 〃

耐震性貯水槽整備 44,000 大規模災害時における消防用水の確保 〃

　 容量　100ｍ
３
　２基

消防水利設置費補助 3,500 民間施設の受水槽を消防水利として利用するための工事
費に対する補助　１か所

〃

避難場所整備運用実態調
査

7,000 避難場所整備運用計画に対応する実態調査 〃

自主防災活動推進事業 20,000 単位町内会の自主防災活動を効果的に推進するための
自主防災資機材の支給等

〃

地域防災計画整備 5,000 航空機事故対策計画策定 〃

地下構造調査 153,000 札幌市域地下構造調査の実施 〃



予算額 事業内容 担当部款・事業名

649,000 更新設計（15,000） 消 ) 総 務 部

　 現在使用している無線機器等の全面更新設計

中継施設整備（525,000）

　 周波数帯移行に伴うシステム機器の構築等

拡充整備（109,000）

　 継続費13～14年度　総事業費 235,000

　 災害時における応援体制や避難対策強化のため，関
   係機関相互の連絡手段として防災行政無線を拡充整
   備（中学校等122か所）

　 継続費13～14年度　総事業費 235,000

1,600,000 継続費13～14年度　総事業費2,480,000 〃

地下１階地上３階建  延　3,300㎡

9 教育費

学校適正配置計画策定 6,000 長期的視点に立った学校施設整備を検討するため，今後
の市立学校全体の配置計画を検討

教 ） 総 務 部

教育改革推進プラン策定 3,000 本市教育の方向性を明らかにし，効果的に実行していく
ためのプランの策定

〃

学校ホームぺージ作成 30,600 各学校の情報を地域・家庭に発信 〃

○ 私立幼稚園就園奨励費・
振興費補助

1,392,684 私立幼稚園に在園する園児の保護者負担軽減のため,保
育料の一部を補助。単価引上げ

〃

小学校増改築 660,000 増築　川北小　校舎（普通４・特別３・多目１）
改築　東山小　屋体，ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ，備蓄庫

〃

小学校新築 1,637,000 仮称）札幌都心部統合小学校
   継続費14～15年度
   総事業費　4,123,000（複合施設全体　4,510,633）
　 地下１階地上５階建　延12,240㎡のうち10,840㎡
 　（公立保育所，子育て支援施設との複合施設）
   中央区南３条西７丁目
   校舎（普通18，特殊4，特別10）
　 屋体，ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ，備蓄庫
   屋内プール

〃

中学校改築 488,000 羊丘中　屋体，クラブハウス，備蓄庫 〃

小学校プール建設 346,000 新築　百合が原小，丘珠小，北野平小 〃

中学校格技場新築 93,000 柏丘中 〃

学校用地取得・造成等 641,500 用地取得　２校　　用地造成　10校 〃

特殊学級整備 81,500 小学校　５校，中学校　７校 〃

大規模改造 2,180,700 小学校　15校，中学校　７校 〃

健全度調査 100,000 小学校　70校，中学校　25校，高等学校　6校
簡易的な耐震診断

情報教育設備整備 8,097 小学校コンピュータ教室の整備台数を22台から42台（児
童1人1台）整備。併せて，小学校，高等学校の普通教室
に各１台，特別教室に６台を整備

〃

楽しさとゆとりのある給食
推進事業

505,000 食器改善校　52校増　改善校累計　209校 〃

豊明高等養護学校給食施
設整備

40,000 15年度完全給食実施に向けた整備 〃

白石消防署及び仮称）市
民防災ｾﾝﾀｰ建設

防災行政無線関連整備



予算額 事業内容 担当部款・事業名

○ 外国語指導助手配置 138,919 外国語指導助手の増員　23人→26人 学 校 教 育 部

○ スクールカウンセラー・心
の教室相談員配置事業

90,229 中学校・高校にスクールカウンセラー又は心の教室相談
員を配置

〃

車椅子用階段昇降機整備 1,450 車椅子利用児童生徒の安全・利便性確保
　 35台→37台

〃

障害児教育基本計画策定 3,000 本市における障害児教育の推進に関する基本計画の策
定

〃

高等学校教育改革推進事
業

4,000 市立高等学校の改革に向けた基本計画及び実施計画策
定

〃

豊成養護学校中・高等部
移転新築関係

11,500 基本設計等 〃

○ 学校図書館開放事業 72,714 75校（新設３校） 生 涯 学 習 部

◎ ジュニア・ウィークエンドセ
ミナー

4,000 学校週５日制に合わせ，土曜日を有意義に過ごす学習機
会を子どもたちに提供（２コース実施）

〃

○ 学校開放事業 605,705 グラウンド開放　94校（新規1校） 〃

体育館開放　　280校（新規3校）

プール開放　　203校

国際親善ジュニアスポー
ツ姉妹都市交流事業

4,100 ミュンヘン市との姉妹都市提携30周年事業
   女子バレーボール　派遣16人

〃

札幌マラソン大会姉妹都
市交流事業

1,420 札幌とミュンヘン，双方で実施しているマラソン大会に選
手を招請，派遣して両市の交流を深める

〃

　 ノルディックスキー世界選
手権大会招致

4,600 2007年の世界選手権大会を本市で開催するための招致
活動（６月６日，ＦＩＳ総会）

〃

2002年ＦＩＦＡワールドカッ
プ札幌開催

1,054,000 広報ＰＲ，関連施設整備，交通・観客輸送対策等 〃

青少年科学館展示物整備 150,000 移動天文車（オリオン号）の更新，宇宙天体コーナーの改
修

〃

月寒体育館整備 752,000 継続費13～15年度　　総事業費 1,708,000
   地下１階地上２階建　延 9,780㎡
   豊平区月寒東１条８丁目
　 屋根・内外壁改修，リンク改修，設備改修等

〃

荒井山シャンツェ整備 494,000 継続費13～15年度　　総事業費 698,000
   ミディアムヒル（Ｋ＝50m），スモールヒル（Ｋ＝25m）
   中央区宮の森902番地　ほか
　 ジャンプ台全面改修，スロープカー設置，ロッヂ改築

〃

◎ 厚別温水プール移転改築 860,000 継続費14～16年度　　総事業費 2,164,000
   ２階建　延 2,496㎡
   厚別区厚別中央２条６丁目

〃

図書館情報化推進事業 41,000 クライアントサーバ方式による図書館電算システムの導入
　14年11月運用開始

中 央 図 書 館

地区センター図書室整備 47,600 仮称）中央区地区センター図書室
　中央区南９条西18丁目　図書購入18,000冊
　15年2月開設

〃



特 別 会 計 （単位：千円）

予算額 事業内容 担当部

土地区画整理会計
土地区画整理事業 9,852,000

市施行  5地区
   西宮の沢，富丘西，東雁来第2，新琴似駅前，
   東さっぽろ
組合補助  1地区
   屯田中部

開 発 事 業 部
市街地整備部

企 業 会 計 （単位：千円）

予算額 事業内容 担当部

病院事業会計
医療器械等整備 700,000 放射線治療機器の更新ほか 病 ） 事 務 局

中央卸売市場事業会計
中央卸売市場整備 5,542,000 水産棟新築（１期）工事 中央卸売市場

市場総合情報システム整備ほか

交通事業会計
建設改良 142,000 軌道事業：軌道改良，電車線区分開閉器更新

高速電車事業会計
建設改良

7,000,000
東西線車両更新（３編成），車両自動試験装置更新（３工
場）

高 速 電 車 部

東西線大通駅大規模改良，南北線すすきの駅大規模改
良

受変電設備更新，南北線総合伝送路システム更新ほか

水道事業会計
水道配水管布設 6,372,000 延長　43.5km 工 務 部

水道施設整備 5,147,000 浄水施設　藻岩浄水場改修（継続費9～14年度）ほか

配水施設　清田配水池増設ほか

下水道事業会計
下水道管路布設 15,400,000 延長　41.5km 建 設 部

下水道施設整備 13,600,000 ポンプ場　8か所

　 手稲中継ポンプ場（継続費14～15年度）ほか

処理場　10か所

　 東部処理場新設（継続費12～16年度）

　 手稲処理場増設（継続費13～17年度）ほか

高 速 電 車 部

会計・事業名

会計・事業名



（単位　千円）

予　算　額 施　　　設　　　の　　　概　　　要 完成年月 担　当　部

 仮称）中央区地区センター 506,000 （中央区）南９条西18丁目 14年12月

　　　２階建   1,220㎡ 福祉のまち推進センター併設

　　　　　　　　　　　　　　          総事業費      889,000

115,984 （厚別区） 15年３月

　　　定員　15人/日

地下鉄駅身障者用トイレ 38,000 身障者用トイレ 15年２月

　琴似駅，白石駅

知的障害者授産施設 265,788 （手稲区） 15年２月

（新築補助） 　　　定員　30人

知的障害者通所更生施設 278,862 （東 　区） 15年２月

　　  （新築補助） 　　　定員  40人

知的障害者更生施設 880,707 （厚別区） 15年３月

　　  （改築補助） 　　　定員 145人(15人増）

精神障害者授産施設 330,753 （東　 区） 15年１月

　　 （新築補助） 　　　定員　30人

　　　地域生活支援センターと合築

軽費老人ホーム 520,828 （東　 区） 14年10月

（ケアハウス） 　　　定員　70人

（新築補助）

児童養護施設 285,924 （北 　区） 14年７月

（改築補助） 　　　定員 100人

私立保育所  （白石区） 14年11月

（新築補助） - 　　　定員  90人（30人増）  乳幼児併設

　　　　　　　　　　　                  事業費 　    136,362

私立保育所  （清田区） 14年11月

（改築補助） - 　　　定員 150人（60人増）  乳幼児併設

　　　　　　　　　　　                  事業費       196,442

私立保育所 （西 　区） 14年11月

（改築補助） - 　　　定員 120人（30人増）  幼児→乳幼児併設

　　　　　　　　　　　                  事業費　     177,681

私立保育所 254,013 （厚別区） 15年３月

（新築補助） 　　　定員  90人                乳幼児併設

私立保育所 136,362 （西　 区） 15年３月

（新築補助） 　　　定員  90人                乳幼児併設

白石清掃工場 400,000 （白石区）東米里2170番地 14年11月

　　　焼却設備，灰溶融設備　 総事業費 57,000,000

白石清掃事務所 1,091,000 （白石区）東米里2170番地 15年３月

　　　管理棟，車庫，倉庫等　  総事業費   1,091,000

拓北いきいき公園 104,000 （北 　区）拓北４条１丁目 14年 秋

　　　近隣公園　  2.3ha          総事業費      851,000

1,860,000 （東 　区）丘珠町及び中沼町 15年 春

　　　総合公園内多目的施設　総事業費   3,656,000

宮の沢東公園 198,000 （西 　区）宮の沢２条３丁目 14年 秋

　　　近隣公園　  2.0ha 　       総事業費   1,426,000

緑 化 推 進 部

清
掃
施
設

公
園

環 境 計 画 部

平 成 14 年 度 中 完 成 予 定 施 設

施　　　　設　　　　名

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
施
設

地 域 振 興 部

身体障害者デイサービスセ
ンター            （新築補助）

児 童 家 庭 部

保
 
 

健
 
 

福
 
 

祉
 
 

施
 
 

設

モエレ沼公園ガラスのピラ
ミッド

保 健 福 祉 部



予　算　額 施　　　設　　　の　　　概　　　要 完成年月 担　当　部施　　　　設　　　　名

手稲駅自由通路 640,000 （手稲区）手稲本町１条４丁目 14年５月

　　　２階建　延　2,166㎡　     総事業費    4,700,000

500,000 （白石区）北郷１条１３丁目 14年10月

　　　２階建　延　2,120㎡　     総事業費    2,354,000

287,000 （西　区）八軒１０条西１丁目～琴似１条７丁目 15年１月

　　　延長　2,700ｍ　             総事業費    2,031,000

297,000 （西 　区）八軒３条東５丁目 15年１月

　　　雪処理量　2,800m3/日　 総事業費      799,000

真駒内本町団地 1,046,874 （南 　区）真駒内本町３丁目 14年12月

　　　１棟      71戸                 総事業費   1,276,710

グリンピア篠路北団地 561,000 （北 　区）拓北３条１丁目 14年12月

　　　１棟      80戸                 総事業費   1,510,000

下野幌団地 3,244,126 （厚別区）青葉町１丁目 14年10月

       ５棟      285戸               総事業費   5,767,290

借上市営住宅 103,798 （東　 区）北38条東12丁目 14年12月

　　　１棟      30戸                 総事業費       63,504

（豊平区）西岡４条７丁目 14年12月

　　　１棟      20戸                 総事業費       42,336

（豊平区）平岸２条４丁目 15年３月

　　　２棟     106戸                総事業費        －

  ※平岸は，都市基盤整備公団による直接建設

藤野出張所 400,000 （南　 区）藤野２条３丁目 15年３月

（新築） 　　　２階建　延　563㎡

1,600,000 （白石区）南郷通６丁目北 15年２月

　　　地下１階地上３階建　延 3,300㎡

　　　　　　　　　　　                 総事業費　 2,480,000

川北小学校 230,000 （白石区）川北４条２丁目 14年12月

（増築） 　　　　３階建　938㎡　（普４・特３・多１）

東山小学校 430,000 （豊平区） 平岸４条11丁目 15年２月

 （屋体改築） 　　　　　1,508㎡（クラブハウス・備蓄庫）

百合が原小学校 108,000 （北　 区）百合が原６丁目 14年８月

（プール新築）

丘珠小学校 135,000 （東　 区）丘珠町593-2 14年８月

（プール新築）

北野平小学校 103,000 （清田区）北野２条３丁目 14年８月

（プール新築）

羊丘中学校 488,000 （豊平区）福住１条３丁目 15年２月

 （屋体改築） 　　　　　1,585㎡（クラブハウス・備蓄庫）

柏丘中学校 93,000 （白石区）平和通８丁目北３ 15年２月

（格技場新築）

47,600 （中央区）南９条西18丁目 15年２月

　　　図書購入　18,000冊

水産棟 4,840,000 （中央区）北12条西20丁目 14年11月

（１期工事分） 　　　地下１階地上４階建　延　25,700㎡

　　　　　　　　　　　                 総事業費    8,211,000

白石消防署及び仮称）市民
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予　算　額 施　　　設　　　の　　　概　　　要 完成年月 担　当　部施　　　　設　　　　名

藻岩浄水場（改修） 1,981,000 （中央区）伏見４丁目 15年３月

　　　配水能力　15万5千m3／日

　　　　　　　　　　　                 総事業費  12,478,000

緊急貯水槽 220,300 （北　 区）新川４条14丁目（新川中央公園） 14年12月

　　　容量   100m3

（東   区）北46条東６丁目（栄中学校） 14年12月

　　　容量　 100m3

伏古川幹線 280,000 （東　 区）伏古 15年３月

　　　雨水貯留管

伏古川処理場 660,000 （東　 区）伏古8条1丁目 15年３月

　　　貯留管ポンプ施設

市民情報センター 128,000 （白石区）東札幌５条１丁目 14年７月

　　　地上３階建　1,690㎡

ウタリ交流施設 749,000 （南　 区）小金湯 15年３月

　　　２階建　延 2,567㎡　       総事業費   1,486,000

更生保護施設 35,000 （東　 区） 15年３月

（改築補助） 　　　定員  32人
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